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2
0
0
9
年
度
財
政
報
告

並
び
に
会
計
監
査
報
告

財
政
報
告
に
対
す
る
質
疑
討
論

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
会
計
監

査
委
員
か
ら
口
頭
で
2
％
カ
ッ
ト

の
影
響
や
新
入
組
合
員
の
加
入
状

況
に
つ
い
て
触
れ
、
組
織
拡
大
に

務
め
る
事
が
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
1
0
年
度
運
動
方
針

○
○
○
○
　
代
議
員
（
千
厩
）

病
棟
再
編
成

後
、
日
勤
者
が

24
時
に
帰
っ
て

い
る
。
ほ
ぼ
満

床
で
業
務
が
濃
く
な
り
、
さ
ら

に
病
休
者
も
出
て
い
る
。
始
業

前
の
情
報
収
集
を
超
過
勤
務
と

し
て
書
い
た
ら
、
8
時
30
分
か

ら
情
報
収
集
す
る
よ
う
言
わ

れ
、
書
き
に
く
い
。
増
員
な
く

し
て
は
解
決
で
き
な
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
久
慈
）

「
20
時
間
以

上
超
勤
す
る
と

組
合
に
怒
ら
れ

る
」「
病
院
が

赤
字
」
と
吹
聴
さ
れ
、
超
勤
を

書
き
に
く
い
。
超
勤
が
長
い
と

入
院
患
者
や
、
検
査
を
減
ら
せ

と
言
う
が
、
そ
れ
で
は
地
域
医

療
は
守
れ
な
い
。

○
○
会
計
監
査
委
員
（
磐
井
）

36
協
定
締
結

後
、
事
務
局
長

交
渉
を
行
い
、

5
月
6
月
の
20

時
間
超
え
の
名
簿
を
提
出
さ
せ

た
が
、
看
護
師
4
名
の
み
で
実

態
と
か
け
離
れ
て
い
る
。
全
員

で
超
勤
を
書
く
取
り
組
み
を
し

て
い
き
た
い
。
年
次
も
取
れ
な

い
ぎ
り
ぎ
り
の
人
員
で
9
回
夜

勤
も
発
生
し
た
。

○
○
○
○
○
　
代
議
員
（
大
槌
）

20
時
間
超
え

が
私
一
人
だ
っ

た
。
一
人
に
負

荷
が
掛
か
っ
て

い
る
こ
と
は
問
題
と
師
長
に
い

わ
れ
、「
不
払
い
労
働
は
し
た

く
な
い
、
他
の
人
も
残
っ
て
仕

事
を
し
て
い
る
が
超
勤
を
書
い

て
い
な
い
。
私
だ
け
負
荷
が
か

か
っ
て
い
る
と
の
指
摘
は
実
態

と
か
け
離
れ
て
い
る
」
と
答
え

た
。
本
部
は
支
部
の
実
態
を
把

握
し
、
各
病
院
へ
の
指
導
の
強

化
を
し
て
ほ
し
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
中
央
）

　
土
曜
日
の
日

勤
後
、
新
採
用

者
に
超
勤
を
書

こ
う
と
声
を
か

け
る
と
泣
き
出
し
た
。
非
組
合
員

の
先
輩
に
書
く
な
と
言
わ
れ
た
と

話
さ
れ
た
。
超
勤
を
書
い
た
ら
師

長
に
消
さ
れ
た
。
労
働
者
の
権
利

を
知
り
、
み
ん
な
で
使
お
う
。

○
○
○
○
○
　
代
議
員
（
釜
石
）

16
時
に
勤
務

状
況
を
リ
ー
ダ

ー
が
師
長
に
報

告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
今

は
な
く
な
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
人

手
不
足
で
あ
る

○
○
○
○
　
代
議
員
（
二
戸
）

始
業
前
の
超

勤
を
事
務
局
長
交

渉
で
O
K
を
も
ら

っ
て
い
た
が
、
超

勤
簿
に
請
求
し
た
ら
、
師
長
に
追

及
さ
れ
た
。
組
合
が
協
力
し
て
対

応
し
た
。
検
査
、
薬
局
、
X
線
技

師
の
組
合
加
入
が
難
し
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
中
央
）

事
務
局
長
交

渉
で
電
カ
ル
操

作
研
修
は
超
勤

対
象
と
し
て
よ

い
と
の
こ
と
。
そ
の
際
、
深

夜
明
け
で
の
研
修
は
や
め
る

よ
う
申
し
入
れ
た
。
ま
た

N
A
N
D
A
の
研
修
は
超
勤
と

し
て
認
め
て
い
な
い
。
研
修
し

て
い
る
主
任
グ
ル
ー
プ
は
業
務

と
し
て
参
加
し
て
い
る
の
で
、

医
療
局
へ
の
交
渉
項
目
に
入
れ

て
ほ
し
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
江
刺
）

事
務
局
長
よ

り
看
護
科
に
対

し
て
、「
毎
月
同

じ
チ
ー
ム
、
ス

タ
ッ
フ
が
20
時
間
超
え
て
い
る
。

業
務
に
偏
り
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
、
調
べ
て
対
策
を
と
っ
て

ほ
し
い
」
と
要
望
が
あ
っ
た
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
久
慈
）

9
回
夜
勤
は
翌
月
返
す
よ
う

働
き
か
け
て
い
る
。
　

○
○
○
○
○
　
代
議
員
（
南
光
）

ほ
ぼ
毎
月
9

回
夜
勤
が
発
生

し
て
い
る
。
翌

月
に
は
、
返
し

て
い
な
い
。
原
則
が
守
ら
れ
て

い
な
い
。
事
務
局
長
に
要
求
書

を
提
出
し
た
。
分
会
集
会
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
大
船
渡
）

9
回
夜
勤
発

生
は
あ
る
が
、

翌
月
に
は
返
さ

れ
て
い
な
い
。

4
月
も
5
月
も
9
回
夜
勤
が
発

生
し
外
来
か
ら
病
棟
応
援
に
行

く
た
め
外
来
が
不
足
す
る
。
超

過
勤
務
は
部
署
や
師
長
に
よ

り
、
書
け
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

師
長
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。

○
○
○
○
○
　
代
議
員
（
中
央
）

新
採
用
の
組

織
拡
大
は
4
月

の
中
部
の
経
験

に
学
ん
で
、
17

時
30
分
か
ら
20
分
程
度
実
施
。

ケ
ー
キ
を
準
備
し
、
本
部
か
ら

講
師
を
依
頼
し
て
行
い
、
現
在

10
名
が
加
入
し
て
い
る
。
組
合

費
が
加
入
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

い
る
。
組
合
の
価
値
を
知
ら
せ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
4
月
が

勝
負
だ
と
思
う
。

○
○
○
○
○
　
代
議
員
（
中
部
）

加
入
説
明
会

は
2
病
棟
ず

つ
、
佐
々
木
委

員
長
の
応
援
で

21
名
加
入
し
た
。
病
院
か
ら
の

20
時
間
超
え
の
名
簿
提
出
は

4
、
5
月
な
く
、
初
め
て
6
月

17
日
に
あ
っ
た
。
衛
生
委
員
会

で
は
80
時
間
超
え
が
ま
だ
多
い

と
報
告
が
あ
る
。
事
務
は
超
勤

は
書
け
て
い
る
が
、
機
能
評
価
、

D
P
C
の
導
入
な
ど
で
忙
し
く

大
変
だ
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
磐
井
）

歓
迎
会
に
参

加
し
た
8
名
が

そ
の
場
で
全
員

加
入
し
た
。
そ

の
後
2
名
が
加
入
し
た
。

1
0
0
％
加
入
を
め
ざ
す
。
ま

た
、
2
年
目
、
3
年
目
の
組
合

員
に
も
声
を
か
け
て
組
織
拡
大

に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
江
刺
）

組
合
加
入
説
明

会
を
ケ
ー
キ
を
用

意
し
行
い
、
2
名

の
加
入
が
あ
っ

た
。
臨
時
看
護
師

が
「
長
く
臨
時
と

し
て
働
い
て
き

た
。
待
遇
が
よ
く

な
っ
た
の
は
組
合

の
お
か
げ
、
感
謝

す
る
」
と
言
っ
て

加
入
し
て
く
れ
た

の
は
涙
が
出
る
ほ

ど
嬉
し
か
っ
た
。
　

○
○
　
○
　
代
議
員
（
山
田
）

新
採
用
4
名

加
入
し
た
が
、

忙
し
く
て
、
活

動
で
き
て
い
な

い
。
今
後
活
発
に
し
て
い
き
た

い
。

○
○
　
○
　
代
議
員
（
高
田
）

こ
こ
数
年
停

滞
し
て
い
た

が
、
役
員
を
選

出
し
、
新
執
行

部
で
活
動
を
始
め
た
。
早
朝

集
会
、
年
末
決
起
集
会
、
旗

開
き
、
そ
し
て
、
2
月
に
団

交
を
申
し
入
れ
、
3
月
に
団

交
を
行
っ
た
。
ま
た
不
当
内

示
に
対
し
、
1
件
に
つ
い
て

撤
回
さ
せ
た
。

憲
法
に
保
障
さ
れ
て
い
る
ス

ト
権
は
ス
ト
権
投
票
し
、
ス
ト

権
を
確
立
し
て
上
で
の
団
体
署

名
で
意
思
統
一
を
。
36
協
定
は

サ
ー
ビ
ス
残
業
に
な
ら
な
い
よ

う
な
取
り
組
み
が
重
要
。
岩
手

労
働
局
か
ら
の
36
協
定
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
提
出
の
写
し
を
配
布

し
た
。
　

社
会
を
よ
く
す
る
た
め
に
選

挙
に
行
き
、
社
会
保
障
、
暮
ら

し
、
平
和
を
守
る
政
党
を
応
援

し
よ
う
。
そ
の
た
め
の
学
習
資

料
を
活
用
し
よ
う
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
一
戸
）

一
戸
支
部
青

年
部
は
キ
ャ
ン

プ
や
交
流
会
な

ど
活
発
に
行
っ

て
い
て
、
定
期
大
会
も
毎
回
成

立
し
て
い
る
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
中
央
）

救
急
患
者
が

多
く
ベ
ッ
ド
稼

働
率
1
6
0
％
。

育
児
時
間
や
パ

ー
ト
が
時
間
で
帰
れ
な
い
。
病

休
や
退
職
が
多
い
。「
4
│
3
」

体
制
を
「
4
│
4
」
に
引
き
上

げ
た
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
中
部
）

昨
年
4
月
か

ら
新
病
院
が
稼

働
し
、
ま
た
2

月
に
は
機
能
評

価
も
あ
り
、
大
変
だ
っ
た
。
20

時
間
超
え
は
自
分
の
能
力
が
な

い
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
研
修
を

超
勤
で
書
い
て
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
胆
沢
）

基
準
を
ク
リ

ア
す
る
た
め
、

外
来
か
ら
看
護

師
を
病
棟
に
あ

げ
、
外
来
が
手
薄
に
。
病
棟
に

補
助
者
が
い
な
い
。
年
次
が
と

れ
な
い
、
超
勤
も
あ
る
。
増
員

も
な
く
産
休
や
、
病

休
が
出
て
も
補
充
な

し
。
募
集
し
て
も
応

募
が
な
い
。
B
L
S

研
修
も
超
勤
と
認
め

て
い
な
い
。
臨
時
・

パ
ー
ト
に
も
加
入
を

勧
め
、
仲
間
を
拡
大

し
て
い
く
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
沼
宮
内
）

4
月
か
ら
内

科
医
不
在
で
入

院
患
者
は
一

桁
。
木
曜
は
休

診
と
な
っ
た
。「
岩
手
町
の
医

療
と
福
祉
を
守
る
会
」
で
は
、

5
月
25
日
に
沼
宮
内
病
院
の
現

状
に
つ
い
て
、
医
療
局
に
要
請

書
を
手
渡
し
、
改
善
を
求
め
た
。

そ
の
後
、
入
院
患
者
が
2
桁
に

な
っ
た
り
、
7
月
か
ら
内
科
医

が
来
る
と
い
う
話
し
も
出
て
き

た
。
地
域
住
民
と
労
働
組
合
が

協
力
し
て
病
院
を
守
る
こ
と
が

大
事
だ
と
実
感
し
た
。
花
泉
の

二
の
舞
に
な
ら
な
い
よ
う
今
後

も
守
る
会
と
協
力
し
て
や
っ
て

い
き
た
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
一
戸
）

地
域
労
連
の

活
動
を
再
開

し
、
メ
ー
デ
ー

で
は
10
年
ぶ
り

に
デ
モ
行
進
を
行
っ
た
。
地
域

医
療
を
守
る
た
た
か
い
は
広
範

な
住
民
と
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
宮
古
）

循
環
器
の
医

師
が
不
在
の
ま

ま
で
、
患
者
は

救
急
車
や
ヘ
リ

で
搬
送
し
て
い
る
。
そ
ん
な
中

ニ
セ
医
師
事
件
が
発
生
し
た
。

地
域
住
民
が
困
っ
て
い
る
。
地

域
の
方
と
共
に
が
ん
ば
り
た

い
。
4
月
に
退
職
者
が
い
て
9

回
夜
勤
が
あ
っ
た
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
遠
野
）

職
場
の
合
意

で
時
差
出
勤
が

検
討
さ
れ
て
い

る
。
36
協
定
を

み
ん
な
に
理
解
し
て
も
ら
う
取

り
組
み
必
要
。
看
護
必
要
度
は
、

入
力
し
て
い
な
い
。
チ
ェ
ッ
ク

の
み
、
入
力
は
委
託
で
あ
る
。

組
織
拡
大
を
と
ケ
ー
キ
も
用
意

し
た
が
8
人
中
1
人
の
加
入
だ

っ
た
。

4

○
○
○
○
　
代
議
員
（
一
戸
）

耳
鼻
科
外
来

と
透
析
で
時
差

出
勤
が
開
始
さ

れ
た
。
分
会
討

議
の
結
果
、
試
行
し
、
問
題
あ

る
と
き
に
は
、
そ
の
都
度
協
議

す
る
事
に
な
っ
た
。

精
神
科
医
師
3
月
に
1
名
退

職
し
4
名
と
な
り
、
外
来
の
診

察
（
金
曜
）
を
休
診
す
る
予
定
。

精
神
の
2
次
救
急
も
大
変
。
新

採
用
13
人
は
全
員
加
入
。
各
職

場
で
勧
め
た
の
が
良
か
っ
た
。

　
○
○
○
○
　
代
議
員
（
大
船
渡
）

給
食
委
託
問
題
に
つ
い
て

調
理
師
採
用

が
な
く
な
り
、

委
託
拡
大
が
心

配
。
調
理
師
の

異
動
も
多
く
、
退
職
者
も
増
え

て
い
る
。
仕
事
の
中
身
が
濃
く

忙
し
い
が
、「
委
託
で
は
な
く

直
営
」
で
美
味
し
い
食
事
の
提

供
に
今
後
も
頑
張
る
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
南
光
）

人
事
考
課
に
つ
い
て目

標
を
3
つ

挙
げ
て
面
接
し

た
が
、
面
接
で

7
つ
に
な
り
、

看
護
研
究
も
や
る
こ
と
に
な
っ

た
。
師
長
に
よ
っ
て
や
り
方
や

中
身
が
違
っ
て
い
い
の
か
？

○
○
○
○
　
代
議
員
（
二
戸
支
部
）

母
親
大
会
に
つ
い
て6

月
27
日
二

戸
で
初
め
て
母

親
大
会
が
行
わ

れ
る
。
実
行
委

員
に
二
戸
支
部
書
記
や
O
B
、

県
医
労
の
県
北
地
区
の
協
力
で

準
備
を
進
め
て
い
る
。
ぜ
ひ
多

く
の
参
加
で
大
会
の
成
功
を
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
大
船
渡
）

青
年
部
活
動
に
つ
い
て

2
年
ぶ
り
に

定
期
大
会
が
成

立
。
ブ
ロ
ッ
ク

交
流
会
も
5
年

ぶ
り
に
全
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
さ

れ
る
な
ど
活
発
に
動
き
出
し
て

い
る
。
7
月
の
定
期
大
会
、
8

月
の
み
ち
の
く
ア
ク
ト
に
職
場

の
先
輩
か
ら
声
か
け
の
後
押
し

で
参
加
さ
せ
て
ほ
し
い
。
年
に

1
人
1
回
は
何
か
に
参
加
し
て

ほ
し
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
二
戸
）

平
和
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
は
平
和
活
動
と
し

て
毎
年
、
平
和
行
進
に
必
ず
参

加
す
る
よ
う
努
力
し
て
き
た
。

今
年
は
沖
縄
平
和
ツ
ア
ー
に
参

加
し
、
沖
縄
の
置
か
れ
て
い
る

立
場
を
学
習
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
青
年
部
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

参
加
し
よ
う
。

36
協
定
に
つ
い
て

何
が
超
過
勤
務
の
対
象
か
、

各
支
部
で
確
認
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
。

パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て

看
護
労
働
実
態
調
査
に
よ
る

と
3
人
に
1
人
が
何
ら
か
の
パ

ワ
ハ
ラ
を
受
け
て
い
る
。
人
事

考
課
も
絡
ん
で
く
る
の
で
、
医

療
局
と
し
て
の
、
対
策
を
迫
っ

て
い
く
。

ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ
い
て

引
き
続
き
、
慎
重
に
対
応
す

る
。

地
域
医
療
を
守
る
運
動
に
つ
い
て

地
域
医
療
懇
談
会
を
O
B
の

力
も
借
り
、
運
動
を
盛
り
上
げ

て
い
く
。

選
挙
に
つ
い
て

1
票
が
大
切
。投
票
へ
行
こ
う
。

県
医
労
規
約
等
の
改
正
に

つ
い
て

■
組
合
員
で
あ
る
た
め
の
資
格

条
件
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

　12年間執行委員長だった佐々木
茂喜さんは今大会をもって退職し、
委員長をおりることになりました。
これまで私達の先頭に立ち、暖か
い笑顔で励ましてくれました。あり
がとうございました。

　県
医
労
第
66
回
定
期
大
会
は
6
月
18
、
19
日
の
2
日
間
、
盛
岡

市
つ
な
ぎ
「
ホ
テ
ル
大
観
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
21
支
部
か
ら

代
議
員
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
あ
わ
せ
て
1
3
0
名
が
参
加
。
す
べ
て

の
議
案
を
採
択
し
、
今
年
度
の
活
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

22支部のこころひとつに22支部のこころひとつに

県医労第66回定期大会
サービス残業のない働きやすい職場をサービス残業のない働きやすい職場を

第
一
号
議
案

第
一
号
議
案

第
二
号
議
案

第
二
号
議
案

○
総
括
答
弁
○

超
過
勤
務
・
36
協
定

9
回
夜
勤

7
対
1
看
護

そ
の
他

組
織
拡
大

地
域
医
療

時
差
勤
務

支
部
活
動

大会議長の千厩支部○○○○さん（左）と
胆沢支部の○○○○さん（右）

機関紙の表彰　今後もがんばります！新委員長の音頭で初のガンバロウ

夕食交流会にて

12年間お疲れ様でした

第
三
号
議
案

第
三
号
議
案
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2
0
0
9
年
度
財
政
報
告

並
び
に
会
計
監
査
報
告

財
政
報
告
に
対
す
る
質
疑
討
論

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
会
計
監

査
委
員
か
ら
口
頭
で
2
％
カ
ッ
ト

の
影
響
や
新
入
組
合
員
の
加
入
状

況
に
つ
い
て
触
れ
、
組
織
拡
大
に

務
め
る
事
が
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
1
0
年
度
運
動
方
針

○
○
○
○
　
代
議
員
（
千
厩
）

病
棟
再
編
成

後
、
日
勤
者
が

24
時
に
帰
っ
て

い
る
。
ほ
ぼ
満

床
で
業
務
が
濃
く
な
り
、
さ
ら

に
病
休
者
も
出
て
い
る
。
始
業

前
の
情
報
収
集
を
超
過
勤
務
と

し
て
書
い
た
ら
、
8
時
30
分
か

ら
情
報
収
集
す
る
よ
う
言
わ

れ
、
書
き
に
く
い
。
増
員
な
く

し
て
は
解
決
で
き
な
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
久
慈
）

「
20
時
間
以

上
超
勤
す
る
と

組
合
に
怒
ら
れ

る
」「
病
院
が

赤
字
」
と
吹
聴
さ
れ
、
超
勤
を

書
き
に
く
い
。
超
勤
が
長
い
と

入
院
患
者
や
、
検
査
を
減
ら
せ

と
言
う
が
、
そ
れ
で
は
地
域
医

療
は
守
れ
な
い
。

○
○
会
計
監
査
委
員
（
磐
井
）

36
協
定
締
結

後
、
事
務
局
長

交
渉
を
行
い
、

5
月
6
月
の
20

時
間
超
え
の
名
簿
を
提
出
さ
せ

た
が
、
看
護
師
4
名
の
み
で
実

態
と
か
け
離
れ
て
い
る
。
全
員

で
超
勤
を
書
く
取
り
組
み
を
し

て
い
き
た
い
。
年
次
も
取
れ
な

い
ぎ
り
ぎ
り
の
人
員
で
9
回
夜

勤
も
発
生
し
た
。

○
○
○
○
○
　
代
議
員
（
大
槌
）

20
時
間
超
え

が
私
一
人
だ
っ

た
。
一
人
に
負

荷
が
掛
か
っ
て

い
る
こ
と
は
問
題
と
師
長
に
い

わ
れ
、「
不
払
い
労
働
は
し
た

く
な
い
、
他
の
人
も
残
っ
て
仕

事
を
し
て
い
る
が
超
勤
を
書
い

て
い
な
い
。
私
だ
け
負
荷
が
か

か
っ
て
い
る
と
の
指
摘
は
実
態

と
か
け
離
れ
て
い
る
」
と
答
え

た
。
本
部
は
支
部
の
実
態
を
把

握
し
、
各
病
院
へ
の
指
導
の
強

化
を
し
て
ほ
し
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
中
央
）

　
土
曜
日
の
日

勤
後
、
新
採
用

者
に
超
勤
を
書

こ
う
と
声
を
か

け
る
と
泣
き
出
し
た
。
非
組
合
員

の
先
輩
に
書
く
な
と
言
わ
れ
た
と

話
さ
れ
た
。
超
勤
を
書
い
た
ら
師

長
に
消
さ
れ
た
。
労
働
者
の
権
利

を
知
り
、
み
ん
な
で
使
お
う
。

○
○
○
○
○
　
代
議
員
（
釜
石
）

16
時
に
勤
務

状
況
を
リ
ー
ダ

ー
が
師
長
に
報

告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
今

は
な
く
な
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
人

手
不
足
で
あ
る

○
○
○
○
　
代
議
員
（
二
戸
）

始
業
前
の
超

勤
を
事
務
局
長
交

渉
で
O
K
を
も
ら

っ
て
い
た
が
、
超

勤
簿
に
請
求
し
た
ら
、
師
長
に
追

及
さ
れ
た
。
組
合
が
協
力
し
て
対

応
し
た
。
検
査
、
薬
局
、
X
線
技

師
の
組
合
加
入
が
難
し
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
中
央
）

事
務
局
長
交

渉
で
電
カ
ル
操

作
研
修
は
超
勤

対
象
と
し
て
よ

い
と
の
こ
と
。
そ
の
際
、
深

夜
明
け
で
の
研
修
は
や
め
る

よ
う
申
し
入
れ
た
。
ま
た

N
A
N
D
A
の
研
修
は
超
勤
と

し
て
認
め
て
い
な
い
。
研
修
し

て
い
る
主
任
グ
ル
ー
プ
は
業
務

と
し
て
参
加
し
て
い
る
の
で
、

医
療
局
へ
の
交
渉
項
目
に
入
れ

て
ほ
し
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
江
刺
）

事
務
局
長
よ

り
看
護
科
に
対

し
て
、「
毎
月
同

じ
チ
ー
ム
、
ス

タ
ッ
フ
が
20
時
間
超
え
て
い
る
。

業
務
に
偏
り
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
、
調
べ
て
対
策
を
と
っ
て

ほ
し
い
」
と
要
望
が
あ
っ
た
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
久
慈
）

9
回
夜
勤
は
翌
月
返
す
よ
う

働
き
か
け
て
い
る
。
　

○
○
○
○
○
　
代
議
員
（
南
光
）

ほ
ぼ
毎
月
9

回
夜
勤
が
発
生

し
て
い
る
。
翌

月
に
は
、
返
し

て
い
な
い
。
原
則
が
守
ら
れ
て

い
な
い
。
事
務
局
長
に
要
求
書

を
提
出
し
た
。
分
会
集
会
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
大
船
渡
）

9
回
夜
勤
発

生
は
あ
る
が
、

翌
月
に
は
返
さ

れ
て
い
な
い
。

4
月
も
5
月
も
9
回
夜
勤
が
発

生
し
外
来
か
ら
病
棟
応
援
に
行

く
た
め
外
来
が
不
足
す
る
。
超

過
勤
務
は
部
署
や
師
長
に
よ

り
、
書
け
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

師
長
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。

○
○
○
○
○
　
代
議
員
（
中
央
）

新
採
用
の
組

織
拡
大
は
4
月

の
中
部
の
経
験

に
学
ん
で
、
17

時
30
分
か
ら
20
分
程
度
実
施
。

ケ
ー
キ
を
準
備
し
、
本
部
か
ら

講
師
を
依
頼
し
て
行
い
、
現
在

10
名
が
加
入
し
て
い
る
。
組
合

費
が
加
入
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

い
る
。
組
合
の
価
値
を
知
ら
せ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
4
月
が

勝
負
だ
と
思
う
。

○
○
○
○
○
　
代
議
員
（
中
部
）

加
入
説
明
会

は
2
病
棟
ず

つ
、
佐
々
木
委

員
長
の
応
援
で

21
名
加
入
し
た
。
病
院
か
ら
の

20
時
間
超
え
の
名
簿
提
出
は

4
、
5
月
な
く
、
初
め
て
6
月

17
日
に
あ
っ
た
。
衛
生
委
員
会

で
は
80
時
間
超
え
が
ま
だ
多
い

と
報
告
が
あ
る
。
事
務
は
超
勤

は
書
け
て
い
る
が
、
機
能
評
価
、

D
P
C
の
導
入
な
ど
で
忙
し
く

大
変
だ
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
磐
井
）

歓
迎
会
に
参

加
し
た
8
名
が

そ
の
場
で
全
員

加
入
し
た
。
そ

の
後
2
名
が
加
入
し
た
。

1
0
0
％
加
入
を
め
ざ
す
。
ま

た
、
2
年
目
、
3
年
目
の
組
合

員
に
も
声
を
か
け
て
組
織
拡
大

に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
江
刺
）

組
合
加
入
説
明

会
を
ケ
ー
キ
を
用

意
し
行
い
、
2
名

の
加
入
が
あ
っ

た
。
臨
時
看
護
師

が
「
長
く
臨
時
と

し
て
働
い
て
き

た
。
待
遇
が
よ
く

な
っ
た
の
は
組
合

の
お
か
げ
、
感
謝

す
る
」
と
言
っ
て

加
入
し
て
く
れ
た

の
は
涙
が
出
る
ほ

ど
嬉
し
か
っ
た
。
　

○
○
　
○
　
代
議
員
（
山
田
）

新
採
用
4
名

加
入
し
た
が
、

忙
し
く
て
、
活

動
で
き
て
い
な

い
。
今
後
活
発
に
し
て
い
き
た

い
。

○
○
　
○
　
代
議
員
（
高
田
）

こ
こ
数
年
停

滞
し
て
い
た

が
、
役
員
を
選

出
し
、
新
執
行

部
で
活
動
を
始
め
た
。
早
朝

集
会
、
年
末
決
起
集
会
、
旗

開
き
、
そ
し
て
、
2
月
に
団

交
を
申
し
入
れ
、
3
月
に
団

交
を
行
っ
た
。
ま
た
不
当
内

示
に
対
し
、
1
件
に
つ
い
て

撤
回
さ
せ
た
。

憲
法
に
保
障
さ
れ
て
い
る
ス

ト
権
は
ス
ト
権
投
票
し
、
ス
ト

権
を
確
立
し
て
上
で
の
団
体
署

名
で
意
思
統
一
を
。
36
協
定
は

サ
ー
ビ
ス
残
業
に
な
ら
な
い
よ

う
な
取
り
組
み
が
重
要
。
岩
手

労
働
局
か
ら
の
36
協
定
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
提
出
の
写
し
を
配
布

し
た
。
　

社
会
を
よ
く
す
る
た
め
に
選

挙
に
行
き
、
社
会
保
障
、
暮
ら

し
、
平
和
を
守
る
政
党
を
応
援

し
よ
う
。
そ
の
た
め
の
学
習
資

料
を
活
用
し
よ
う
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
一
戸
）

一
戸
支
部
青

年
部
は
キ
ャ
ン

プ
や
交
流
会
な

ど
活
発
に
行
っ

て
い
て
、
定
期
大
会
も
毎
回
成

立
し
て
い
る
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
中
央
）

救
急
患
者
が

多
く
ベ
ッ
ド
稼

働
率
1
6
0
％
。

育
児
時
間
や
パ

ー
ト
が
時
間
で
帰
れ
な
い
。
病

休
や
退
職
が
多
い
。「
4
│
3
」

体
制
を
「
4
│
4
」
に
引
き
上

げ
た
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
中
部
）

昨
年
4
月
か

ら
新
病
院
が
稼

働
し
、
ま
た
2

月
に
は
機
能
評

価
も
あ
り
、
大
変
だ
っ
た
。
20

時
間
超
え
は
自
分
の
能
力
が
な

い
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
研
修
を

超
勤
で
書
い
て
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
胆
沢
）

基
準
を
ク
リ

ア
す
る
た
め
、

外
来
か
ら
看
護

師
を
病
棟
に
あ

げ
、
外
来
が
手
薄
に
。
病
棟
に

補
助
者
が
い
な
い
。
年
次
が
と

れ
な
い
、
超
勤
も
あ
る
。
増
員

も
な
く
産
休
や
、
病

休
が
出
て
も
補
充
な

し
。
募
集
し
て
も
応

募
が
な
い
。
B
L
S

研
修
も
超
勤
と
認
め

て
い
な
い
。
臨
時
・

パ
ー
ト
に
も
加
入
を

勧
め
、
仲
間
を
拡
大

し
て
い
く
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
沼
宮
内
）

4
月
か
ら
内

科
医
不
在
で
入

院
患
者
は
一

桁
。
木
曜
は
休

診
と
な
っ
た
。「
岩
手
町
の
医

療
と
福
祉
を
守
る
会
」
で
は
、

5
月
25
日
に
沼
宮
内
病
院
の
現

状
に
つ
い
て
、
医
療
局
に
要
請

書
を
手
渡
し
、
改
善
を
求
め
た
。

そ
の
後
、
入
院
患
者
が
2
桁
に

な
っ
た
り
、
7
月
か
ら
内
科
医

が
来
る
と
い
う
話
し
も
出
て
き

た
。
地
域
住
民
と
労
働
組
合
が

協
力
し
て
病
院
を
守
る
こ
と
が

大
事
だ
と
実
感
し
た
。
花
泉
の

二
の
舞
に
な
ら
な
い
よ
う
今
後

も
守
る
会
と
協
力
し
て
や
っ
て

い
き
た
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
一
戸
）

地
域
労
連
の

活
動
を
再
開

し
、
メ
ー
デ
ー

で
は
10
年
ぶ
り

に
デ
モ
行
進
を
行
っ
た
。
地
域

医
療
を
守
る
た
た
か
い
は
広
範

な
住
民
と
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
宮
古
）

循
環
器
の
医

師
が
不
在
の
ま

ま
で
、
患
者
は

救
急
車
や
ヘ
リ

で
搬
送
し
て
い
る
。
そ
ん
な
中

ニ
セ
医
師
事
件
が
発
生
し
た
。

地
域
住
民
が
困
っ
て
い
る
。
地

域
の
方
と
共
に
が
ん
ば
り
た

い
。
4
月
に
退
職
者
が
い
て
9

回
夜
勤
が
あ
っ
た
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
遠
野
）

職
場
の
合
意

で
時
差
出
勤
が

検
討
さ
れ
て
い

る
。
36
協
定
を

み
ん
な
に
理
解
し
て
も
ら
う
取

り
組
み
必
要
。
看
護
必
要
度
は
、

入
力
し
て
い
な
い
。
チ
ェ
ッ
ク

の
み
、
入
力
は
委
託
で
あ
る
。

組
織
拡
大
を
と
ケ
ー
キ
も
用
意

し
た
が
8
人
中
1
人
の
加
入
だ

っ
た
。

4

○
○
○
○
　
代
議
員
（
一
戸
）

耳
鼻
科
外
来

と
透
析
で
時
差

出
勤
が
開
始
さ

れ
た
。
分
会
討

議
の
結
果
、
試
行
し
、
問
題
あ

る
と
き
に
は
、
そ
の
都
度
協
議

す
る
事
に
な
っ
た
。

精
神
科
医
師
3
月
に
1
名
退

職
し
4
名
と
な
り
、
外
来
の
診

察
（
金
曜
）
を
休
診
す
る
予
定
。

精
神
の
2
次
救
急
も
大
変
。
新

採
用
13
人
は
全
員
加
入
。
各
職

場
で
勧
め
た
の
が
良
か
っ
た
。

　
○
○
○
○
　
代
議
員
（
大
船
渡
）

給
食
委
託
問
題
に
つ
い
て

調
理
師
採
用

が
な
く
な
り
、

委
託
拡
大
が
心

配
。
調
理
師
の

異
動
も
多
く
、
退
職
者
も
増
え

て
い
る
。
仕
事
の
中
身
が
濃
く

忙
し
い
が
、「
委
託
で
は
な
く

直
営
」
で
美
味
し
い
食
事
の
提

供
に
今
後
も
頑
張
る
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
南
光
）

人
事
考
課
に
つ
い
て目

標
を
3
つ

挙
げ
て
面
接
し

た
が
、
面
接
で

7
つ
に
な
り
、

看
護
研
究
も
や
る
こ
と
に
な
っ

た
。
師
長
に
よ
っ
て
や
り
方
や

中
身
が
違
っ
て
い
い
の
か
？

○
○
○
○
　
代
議
員
（
二
戸
支
部
）

母
親
大
会
に
つ
い
て6

月
27
日
二

戸
で
初
め
て
母

親
大
会
が
行
わ

れ
る
。
実
行
委

員
に
二
戸
支
部
書
記
や
O
B
、

県
医
労
の
県
北
地
区
の
協
力
で

準
備
を
進
め
て
い
る
。
ぜ
ひ
多

く
の
参
加
で
大
会
の
成
功
を
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
大
船
渡
）

青
年
部
活
動
に
つ
い
て

2
年
ぶ
り
に

定
期
大
会
が
成

立
。
ブ
ロ
ッ
ク

交
流
会
も
5
年

ぶ
り
に
全
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
さ

れ
る
な
ど
活
発
に
動
き
出
し
て

い
る
。
7
月
の
定
期
大
会
、
8

月
の
み
ち
の
く
ア
ク
ト
に
職
場

の
先
輩
か
ら
声
か
け
の
後
押
し

で
参
加
さ
せ
て
ほ
し
い
。
年
に

1
人
1
回
は
何
か
に
参
加
し
て

ほ
し
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
二
戸
）

平
和
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
は
平
和
活
動
と
し

て
毎
年
、
平
和
行
進
に
必
ず
参

加
す
る
よ
う
努
力
し
て
き
た
。

今
年
は
沖
縄
平
和
ツ
ア
ー
に
参

加
し
、
沖
縄
の
置
か
れ
て
い
る

立
場
を
学
習
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
青
年
部
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

参
加
し
よ
う
。

36
協
定
に
つ
い
て

何
が
超
過
勤
務
の
対
象
か
、

各
支
部
で
確
認
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
。

パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て

看
護
労
働
実
態
調
査
に
よ
る

と
3
人
に
1
人
が
何
ら
か
の
パ

ワ
ハ
ラ
を
受
け
て
い
る
。
人
事

考
課
も
絡
ん
で
く
る
の
で
、
医

療
局
と
し
て
の
、
対
策
を
迫
っ

て
い
く
。

ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ
い
て

引
き
続
き
、
慎
重
に
対
応
す

る
。

地
域
医
療
を
守
る
運
動
に
つ
い
て

地
域
医
療
懇
談
会
を
O
B
の

力
も
借
り
、
運
動
を
盛
り
上
げ

て
い
く
。

選
挙
に
つ
い
て

1
票
が
大
切
。投
票
へ
行
こ
う
。

県
医
労
規
約
等
の
改
正
に

つ
い
て

■
組
合
員
で
あ
る
た
め
の
資
格

条
件
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

　12年間執行委員長だった佐々木
茂喜さんは今大会をもって退職し、
委員長をおりることになりました。
これまで私達の先頭に立ち、暖か
い笑顔で励ましてくれました。あり
がとうございました。

　県
医
労
第
66
回
定
期
大
会
は
6
月
18
、
19
日
の
2
日
間
、
盛
岡

市
つ
な
ぎ
「
ホ
テ
ル
大
観
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
21
支
部
か
ら

代
議
員
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
あ
わ
せ
て
1
3
0
名
が
参
加
。
す
べ
て

の
議
案
を
採
択
し
、
今
年
度
の
活
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

22支部のこころひとつに22支部のこころひとつに

県医労第66回定期大会
サービス残業のない働きやすい職場をサービス残業のない働きやすい職場を

第
一
号
議
案

第
一
号
議
案

第
二
号
議
案

第
二
号
議
案

○
総
括
答
弁
○

超
過
勤
務
・
36
協
定

9
回
夜
勤

7
対
1
看
護

そ
の
他

組
織
拡
大

地
域
医
療

時
差
勤
務

支
部
活
動

大会議長の千厩支部○○○○さん（左）と
胆沢支部の○○○○さん（右）

機関紙の表彰　今後もがんばります！新委員長の音頭で初のガンバロウ

夕食交流会にて

12年間お疲れ様でした

第
三
号
議
案

第
三
号
議
案
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2
0
0
9
年
度
財
政
報
告

並
び
に
会
計
監
査
報
告

財
政
報
告
に
対
す
る
質
疑
討
論

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
会
計
監

査
委
員
か
ら
口
頭
で
2
％
カ
ッ
ト

の
影
響
や
新
入
組
合
員
の
加
入
状

況
に
つ
い
て
触
れ
、
組
織
拡
大
に

務
め
る
事
が
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
1
0
年
度
運
動
方
針

○
○
○
○
　
代
議
員
（
千
厩
）

病
棟
再
編
成

後
、
日
勤
者
が

24
時
に
帰
っ
て

い
る
。
ほ
ぼ
満

床
で
業
務
が
濃
く
な
り
、
さ
ら

に
病
休
者
も
出
て
い
る
。
始
業

前
の
情
報
収
集
を
超
過
勤
務
と

し
て
書
い
た
ら
、
8
時
30
分
か

ら
情
報
収
集
す
る
よ
う
言
わ

れ
、
書
き
に
く
い
。
増
員
な
く

し
て
は
解
決
で
き
な
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
久
慈
）

「
20
時
間
以

上
超
勤
す
る
と

組
合
に
怒
ら
れ

る
」「
病
院
が

赤
字
」
と
吹
聴
さ
れ
、
超
勤
を

書
き
に
く
い
。
超
勤
が
長
い
と

入
院
患
者
や
、
検
査
を
減
ら
せ

と
言
う
が
、
そ
れ
で
は
地
域
医

療
は
守
れ
な
い
。

○
○
会
計
監
査
委
員
（
磐
井
）

36
協
定
締
結

後
、
事
務
局
長

交
渉
を
行
い
、

5
月
6
月
の
20

時
間
超
え
の
名
簿
を
提
出
さ
せ

た
が
、
看
護
師
4
名
の
み
で
実

態
と
か
け
離
れ
て
い
る
。
全
員

で
超
勤
を
書
く
取
り
組
み
を
し

て
い
き
た
い
。
年
次
も
取
れ
な

い
ぎ
り
ぎ
り
の
人
員
で
9
回
夜

勤
も
発
生
し
た
。

○
○
○
○
○
　
代
議
員
（
大
槌
）

20
時
間
超
え

が
私
一
人
だ
っ

た
。
一
人
に
負

荷
が
掛
か
っ
て

い
る
こ
と
は
問
題
と
師
長
に
い

わ
れ
、「
不
払
い
労
働
は
し
た

く
な
い
、
他
の
人
も
残
っ
て
仕

事
を
し
て
い
る
が
超
勤
を
書
い

て
い
な
い
。
私
だ
け
負
荷
が
か

か
っ
て
い
る
と
の
指
摘
は
実
態

と
か
け
離
れ
て
い
る
」
と
答
え

た
。
本
部
は
支
部
の
実
態
を
把

握
し
、
各
病
院
へ
の
指
導
の
強

化
を
し
て
ほ
し
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
中
央
）

　
土
曜
日
の
日

勤
後
、
新
採
用

者
に
超
勤
を
書

こ
う
と
声
を
か

け
る
と
泣
き
出
し
た
。
非
組
合
員

の
先
輩
に
書
く
な
と
言
わ
れ
た
と

話
さ
れ
た
。
超
勤
を
書
い
た
ら
師

長
に
消
さ
れ
た
。
労
働
者
の
権
利

を
知
り
、
み
ん
な
で
使
お
う
。

○
○
○
○
○
　
代
議
員
（
釜
石
）

16
時
に
勤
務

状
況
を
リ
ー
ダ

ー
が
師
長
に
報

告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
今

は
な
く
な
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
人

手
不
足
で
あ
る

○
○
○
○
　
代
議
員
（
二
戸
）

始
業
前
の
超

勤
を
事
務
局
長
交

渉
で
O
K
を
も
ら

っ
て
い
た
が
、
超

勤
簿
に
請
求
し
た
ら
、
師
長
に
追

及
さ
れ
た
。
組
合
が
協
力
し
て
対

応
し
た
。
検
査
、
薬
局
、
X
線
技

師
の
組
合
加
入
が
難
し
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
中
央
）

事
務
局
長
交

渉
で
電
カ
ル
操

作
研
修
は
超
勤

対
象
と
し
て
よ

い
と
の
こ
と
。
そ
の
際
、
深

夜
明
け
で
の
研
修
は
や
め
る

よ
う
申
し
入
れ
た
。
ま
た

N
A
N
D
A
の
研
修
は
超
勤
と

し
て
認
め
て
い
な
い
。
研
修
し

て
い
る
主
任
グ
ル
ー
プ
は
業
務

と
し
て
参
加
し
て
い
る
の
で
、

医
療
局
へ
の
交
渉
項
目
に
入
れ

て
ほ
し
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
江
刺
）

事
務
局
長
よ

り
看
護
科
に
対

し
て
、「
毎
月
同

じ
チ
ー
ム
、
ス

タ
ッ
フ
が
20
時
間
超
え
て
い
る
。

業
務
に
偏
り
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
、
調
べ
て
対
策
を
と
っ
て

ほ
し
い
」
と
要
望
が
あ
っ
た
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
久
慈
）

9
回
夜
勤
は
翌
月
返
す
よ
う

働
き
か
け
て
い
る
。
　

○
○
○
○
○
　
代
議
員
（
南
光
）

ほ
ぼ
毎
月
9

回
夜
勤
が
発
生

し
て
い
る
。
翌

月
に
は
、
返
し

て
い
な
い
。
原
則
が
守
ら
れ
て

い
な
い
。
事
務
局
長
に
要
求
書

を
提
出
し
た
。
分
会
集
会
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
大
船
渡
）

9
回
夜
勤
発

生
は
あ
る
が
、

翌
月
に
は
返
さ

れ
て
い
な
い
。

4
月
も
5
月
も
9
回
夜
勤
が
発

生
し
外
来
か
ら
病
棟
応
援
に
行

く
た
め
外
来
が
不
足
す
る
。
超

過
勤
務
は
部
署
や
師
長
に
よ

り
、
書
け
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

師
長
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。

○
○
○
○
○
　
代
議
員
（
中
央
）

新
採
用
の
組

織
拡
大
は
4
月

の
中
部
の
経
験

に
学
ん
で
、
17

時
30
分
か
ら
20
分
程
度
実
施
。

ケ
ー
キ
を
準
備
し
、
本
部
か
ら

講
師
を
依
頼
し
て
行
い
、
現
在

10
名
が
加
入
し
て
い
る
。
組
合

費
が
加
入
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

い
る
。
組
合
の
価
値
を
知
ら
せ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
4
月
が

勝
負
だ
と
思
う
。

○
○
○
○
○
　
代
議
員
（
中
部
）

加
入
説
明
会

は
2
病
棟
ず

つ
、
佐
々
木
委

員
長
の
応
援
で

21
名
加
入
し
た
。
病
院
か
ら
の

20
時
間
超
え
の
名
簿
提
出
は

4
、
5
月
な
く
、
初
め
て
6
月

17
日
に
あ
っ
た
。
衛
生
委
員
会

で
は
80
時
間
超
え
が
ま
だ
多
い

と
報
告
が
あ
る
。
事
務
は
超
勤

は
書
け
て
い
る
が
、
機
能
評
価
、

D
P
C
の
導
入
な
ど
で
忙
し
く

大
変
だ
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
磐
井
）

歓
迎
会
に
参

加
し
た
8
名
が

そ
の
場
で
全
員

加
入
し
た
。
そ

の
後
2
名
が
加
入
し
た
。

1
0
0
％
加
入
を
め
ざ
す
。
ま

た
、
2
年
目
、
3
年
目
の
組
合

員
に
も
声
を
か
け
て
組
織
拡
大

に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
江
刺
）

組
合
加
入
説
明

会
を
ケ
ー
キ
を
用

意
し
行
い
、
2
名

の
加
入
が
あ
っ

た
。
臨
時
看
護
師

が
「
長
く
臨
時
と

し
て
働
い
て
き

た
。
待
遇
が
よ
く

な
っ
た
の
は
組
合

の
お
か
げ
、
感
謝

す
る
」
と
言
っ
て

加
入
し
て
く
れ
た

の
は
涙
が
出
る
ほ

ど
嬉
し
か
っ
た
。
　

○
○
　
○
　
代
議
員
（
山
田
）

新
採
用
4
名

加
入
し
た
が
、

忙
し
く
て
、
活

動
で
き
て
い
な

い
。
今
後
活
発
に
し
て
い
き
た

い
。

○
○
　
○
　
代
議
員
（
高
田
）

こ
こ
数
年
停

滞
し
て
い
た

が
、
役
員
を
選

出
し
、
新
執
行

部
で
活
動
を
始
め
た
。
早
朝

集
会
、
年
末
決
起
集
会
、
旗

開
き
、
そ
し
て
、
2
月
に
団

交
を
申
し
入
れ
、
3
月
に
団

交
を
行
っ
た
。
ま
た
不
当
内

示
に
対
し
、
1
件
に
つ
い
て

撤
回
さ
せ
た
。

憲
法
に
保
障
さ
れ
て
い
る
ス

ト
権
は
ス
ト
権
投
票
し
、
ス
ト

権
を
確
立
し
て
上
で
の
団
体
署

名
で
意
思
統
一
を
。
36
協
定
は

サ
ー
ビ
ス
残
業
に
な
ら
な
い
よ

う
な
取
り
組
み
が
重
要
。
岩
手

労
働
局
か
ら
の
36
協
定
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
提
出
の
写
し
を
配
布

し
た
。
　

社
会
を
よ
く
す
る
た
め
に
選

挙
に
行
き
、
社
会
保
障
、
暮
ら

し
、
平
和
を
守
る
政
党
を
応
援

し
よ
う
。
そ
の
た
め
の
学
習
資

料
を
活
用
し
よ
う
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
一
戸
）

一
戸
支
部
青

年
部
は
キ
ャ
ン

プ
や
交
流
会
な

ど
活
発
に
行
っ

て
い
て
、
定
期
大
会
も
毎
回
成

立
し
て
い
る
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
中
央
）

救
急
患
者
が

多
く
ベ
ッ
ド
稼

働
率
1
6
0
％
。

育
児
時
間
や
パ

ー
ト
が
時
間
で
帰
れ
な
い
。
病

休
や
退
職
が
多
い
。「
4
│
3
」

体
制
を
「
4
│
4
」
に
引
き
上

げ
た
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
中
部
）

昨
年
4
月
か

ら
新
病
院
が
稼

働
し
、
ま
た
2

月
に
は
機
能
評

価
も
あ
り
、
大
変
だ
っ
た
。
20

時
間
超
え
は
自
分
の
能
力
が
な

い
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
研
修
を

超
勤
で
書
い
て
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
胆
沢
）

基
準
を
ク
リ

ア
す
る
た
め
、

外
来
か
ら
看
護

師
を
病
棟
に
あ

げ
、
外
来
が
手
薄
に
。
病
棟
に

補
助
者
が
い
な
い
。
年
次
が
と

れ
な
い
、
超
勤
も
あ
る
。
増
員

も
な
く
産
休
や
、
病

休
が
出
て
も
補
充
な

し
。
募
集
し
て
も
応

募
が
な
い
。
B
L
S

研
修
も
超
勤
と
認
め

て
い
な
い
。
臨
時
・

パ
ー
ト
に
も
加
入
を

勧
め
、
仲
間
を
拡
大

し
て
い
く
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
沼
宮
内
）

4
月
か
ら
内

科
医
不
在
で
入

院
患
者
は
一

桁
。
木
曜
は
休

診
と
な
っ
た
。「
岩
手
町
の
医

療
と
福
祉
を
守
る
会
」
で
は
、

5
月
25
日
に
沼
宮
内
病
院
の
現

状
に
つ
い
て
、
医
療
局
に
要
請

書
を
手
渡
し
、
改
善
を
求
め
た
。

そ
の
後
、
入
院
患
者
が
2
桁
に

な
っ
た
り
、
7
月
か
ら
内
科
医

が
来
る
と
い
う
話
し
も
出
て
き

た
。
地
域
住
民
と
労
働
組
合
が

協
力
し
て
病
院
を
守
る
こ
と
が

大
事
だ
と
実
感
し
た
。
花
泉
の

二
の
舞
に
な
ら
な
い
よ
う
今
後

も
守
る
会
と
協
力
し
て
や
っ
て

い
き
た
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
一
戸
）

地
域
労
連
の

活
動
を
再
開

し
、
メ
ー
デ
ー

で
は
10
年
ぶ
り

に
デ
モ
行
進
を
行
っ
た
。
地
域

医
療
を
守
る
た
た
か
い
は
広
範

な
住
民
と
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
宮
古
）

循
環
器
の
医

師
が
不
在
の
ま

ま
で
、
患
者
は

救
急
車
や
ヘ
リ

で
搬
送
し
て
い
る
。
そ
ん
な
中

ニ
セ
医
師
事
件
が
発
生
し
た
。

地
域
住
民
が
困
っ
て
い
る
。
地

域
の
方
と
共
に
が
ん
ば
り
た

い
。
4
月
に
退
職
者
が
い
て
9

回
夜
勤
が
あ
っ
た
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
遠
野
）

職
場
の
合
意

で
時
差
出
勤
が

検
討
さ
れ
て
い

る
。
36
協
定
を

み
ん
な
に
理
解
し
て
も
ら
う
取

り
組
み
必
要
。
看
護
必
要
度
は
、

入
力
し
て
い
な
い
。
チ
ェ
ッ
ク

の
み
、
入
力
は
委
託
で
あ
る
。

組
織
拡
大
を
と
ケ
ー
キ
も
用
意

し
た
が
8
人
中
1
人
の
加
入
だ

っ
た
。

4

○
○
○
○
　
代
議
員
（
一
戸
）

耳
鼻
科
外
来

と
透
析
で
時
差

出
勤
が
開
始
さ

れ
た
。
分
会
討

議
の
結
果
、
試
行
し
、
問
題
あ

る
と
き
に
は
、
そ
の
都
度
協
議

す
る
事
に
な
っ
た
。

精
神
科
医
師
3
月
に
1
名
退

職
し
4
名
と
な
り
、
外
来
の
診

察
（
金
曜
）
を
休
診
す
る
予
定
。

精
神
の
2
次
救
急
も
大
変
。
新

採
用
13
人
は
全
員
加
入
。
各
職

場
で
勧
め
た
の
が
良
か
っ
た
。

　
○
○
○
○
　
代
議
員
（
大
船
渡
）

給
食
委
託
問
題
に
つ
い
て

調
理
師
採
用

が
な
く
な
り
、

委
託
拡
大
が
心

配
。
調
理
師
の

異
動
も
多
く
、
退
職
者
も
増
え

て
い
る
。
仕
事
の
中
身
が
濃
く

忙
し
い
が
、「
委
託
で
は
な
く

直
営
」
で
美
味
し
い
食
事
の
提

供
に
今
後
も
頑
張
る
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
南
光
）

人
事
考
課
に
つ
い
て目

標
を
3
つ

挙
げ
て
面
接
し

た
が
、
面
接
で

7
つ
に
な
り
、

看
護
研
究
も
や
る
こ
と
に
な
っ

た
。
師
長
に
よ
っ
て
や
り
方
や

中
身
が
違
っ
て
い
い
の
か
？

○
○
○
○
　
代
議
員
（
二
戸
支
部
）

母
親
大
会
に
つ
い
て6

月
27
日
二

戸
で
初
め
て
母

親
大
会
が
行
わ

れ
る
。
実
行
委

員
に
二
戸
支
部
書
記
や
O
B
、

県
医
労
の
県
北
地
区
の
協
力
で

準
備
を
進
め
て
い
る
。
ぜ
ひ
多

く
の
参
加
で
大
会
の
成
功
を
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
大
船
渡
）

青
年
部
活
動
に
つ
い
て

2
年
ぶ
り
に

定
期
大
会
が
成

立
。
ブ
ロ
ッ
ク

交
流
会
も
5
年

ぶ
り
に
全
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
さ

れ
る
な
ど
活
発
に
動
き
出
し
て

い
る
。
7
月
の
定
期
大
会
、
8

月
の
み
ち
の
く
ア
ク
ト
に
職
場

の
先
輩
か
ら
声
か
け
の
後
押
し

で
参
加
さ
せ
て
ほ
し
い
。
年
に

1
人
1
回
は
何
か
に
参
加
し
て

ほ
し
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
二
戸
）

平
和
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
は
平
和
活
動
と
し

て
毎
年
、
平
和
行
進
に
必
ず
参

加
す
る
よ
う
努
力
し
て
き
た
。

今
年
は
沖
縄
平
和
ツ
ア
ー
に
参

加
し
、
沖
縄
の
置
か
れ
て
い
る

立
場
を
学
習
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
青
年
部
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

参
加
し
よ
う
。

36
協
定
に
つ
い
て

何
が
超
過
勤
務
の
対
象
か
、

各
支
部
で
確
認
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
。

パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て

看
護
労
働
実
態
調
査
に
よ
る

と
3
人
に
1
人
が
何
ら
か
の
パ

ワ
ハ
ラ
を
受
け
て
い
る
。
人
事

考
課
も
絡
ん
で
く
る
の
で
、
医

療
局
と
し
て
の
、
対
策
を
迫
っ

て
い
く
。

ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ
い
て

引
き
続
き
、
慎
重
に
対
応
す

る
。

地
域
医
療
を
守
る
運
動
に
つ
い
て

地
域
医
療
懇
談
会
を
O
B
の

力
も
借
り
、
運
動
を
盛
り
上
げ

て
い
く
。

選
挙
に
つ
い
て

1
票
が
大
切
。投
票
へ
行
こ
う
。

県
医
労
規
約
等
の
改
正
に

つ
い
て

■
組
合
員
で
あ
る
た
め
の
資
格

条
件
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

　12年間執行委員長だった佐々木
茂喜さんは今大会をもって退職し、
委員長をおりることになりました。
これまで私達の先頭に立ち、暖か
い笑顔で励ましてくれました。あり
がとうございました。

　県
医
労
第
66
回
定
期
大
会
は
6
月
18
、
19
日
の
2
日
間
、
盛
岡

市
つ
な
ぎ
「
ホ
テ
ル
大
観
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
21
支
部
か
ら

代
議
員
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
あ
わ
せ
て
1
3
0
名
が
参
加
。
す
べ
て

の
議
案
を
採
択
し
、
今
年
度
の
活
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

22支部のこころひとつに22支部のこころひとつに

県医労第66回定期大会
サービス残業のない働きやすい職場をサービス残業のない働きやすい職場を

第
一
号
議
案

第
一
号
議
案

第
二
号
議
案

第
二
号
議
案

○
総
括
答
弁
○

超
過
勤
務
・
36
協
定

9
回
夜
勤

7
対
1
看
護

そ
の
他

組
織
拡
大

地
域
医
療

時
差
勤
務

支
部
活
動

大会議長の千厩支部○○○○さん（左）と
胆沢支部の○○○○さん（右）

機関紙の表彰　今後もがんばります！新委員長の音頭で初のガンバロウ

夕食交流会にて

12年間お疲れ様でした

第
三
号
議
案

第
三
号
議
案
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2
0
0
9
年
度
財
政
報
告

並
び
に
会
計
監
査
報
告

財
政
報
告
に
対
す
る
質
疑
討
論

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
会
計
監

査
委
員
か
ら
口
頭
で
2
％
カ
ッ
ト

の
影
響
や
新
入
組
合
員
の
加
入
状

況
に
つ
い
て
触
れ
、
組
織
拡
大
に

務
め
る
事
が
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
1
0
年
度
運
動
方
針

○
○
○
○
　
代
議
員
（
千
厩
）

病
棟
再
編
成

後
、
日
勤
者
が

24
時
に
帰
っ
て

い
る
。
ほ
ぼ
満

床
で
業
務
が
濃
く
な
り
、
さ
ら

に
病
休
者
も
出
て
い
る
。
始
業

前
の
情
報
収
集
を
超
過
勤
務
と

し
て
書
い
た
ら
、
8
時
30
分
か

ら
情
報
収
集
す
る
よ
う
言
わ

れ
、
書
き
に
く
い
。
増
員
な
く

し
て
は
解
決
で
き
な
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
久
慈
）

「
20
時
間
以

上
超
勤
す
る
と

組
合
に
怒
ら
れ

る
」「
病
院
が

赤
字
」
と
吹
聴
さ
れ
、
超
勤
を

書
き
に
く
い
。
超
勤
が
長
い
と

入
院
患
者
や
、
検
査
を
減
ら
せ

と
言
う
が
、
そ
れ
で
は
地
域
医

療
は
守
れ
な
い
。

○
○
会
計
監
査
委
員
（
磐
井
）

36
協
定
締
結

後
、
事
務
局
長

交
渉
を
行
い
、

5
月
6
月
の
20

時
間
超
え
の
名
簿
を
提
出
さ
せ

た
が
、
看
護
師
4
名
の
み
で
実

態
と
か
け
離
れ
て
い
る
。
全
員

で
超
勤
を
書
く
取
り
組
み
を
し

て
い
き
た
い
。
年
次
も
取
れ
な

い
ぎ
り
ぎ
り
の
人
員
で
9
回
夜

勤
も
発
生
し
た
。

○
○
○
○
○
　
代
議
員
（
大
槌
）

20
時
間
超
え

が
私
一
人
だ
っ

た
。
一
人
に
負

荷
が
掛
か
っ
て

い
る
こ
と
は
問
題
と
師
長
に
い

わ
れ
、「
不
払
い
労
働
は
し
た

く
な
い
、
他
の
人
も
残
っ
て
仕

事
を
し
て
い
る
が
超
勤
を
書
い

て
い
な
い
。
私
だ
け
負
荷
が
か

か
っ
て
い
る
と
の
指
摘
は
実
態

と
か
け
離
れ
て
い
る
」
と
答
え

た
。
本
部
は
支
部
の
実
態
を
把

握
し
、
各
病
院
へ
の
指
導
の
強

化
を
し
て
ほ
し
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
中
央
）

　
土
曜
日
の
日

勤
後
、
新
採
用

者
に
超
勤
を
書

こ
う
と
声
を
か

け
る
と
泣
き
出
し
た
。
非
組
合
員

の
先
輩
に
書
く
な
と
言
わ
れ
た
と

話
さ
れ
た
。
超
勤
を
書
い
た
ら
師

長
に
消
さ
れ
た
。
労
働
者
の
権
利

を
知
り
、
み
ん
な
で
使
お
う
。

○
○
○
○
○
　
代
議
員
（
釜
石
）

16
時
に
勤
務

状
況
を
リ
ー
ダ

ー
が
師
長
に
報

告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
今

は
な
く
な
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
人

手
不
足
で
あ
る

○
○
○
○
　
代
議
員
（
二
戸
）

始
業
前
の
超

勤
を
事
務
局
長
交

渉
で
O
K
を
も
ら

っ
て
い
た
が
、
超

勤
簿
に
請
求
し
た
ら
、
師
長
に
追

及
さ
れ
た
。
組
合
が
協
力
し
て
対

応
し
た
。
検
査
、
薬
局
、
X
線
技

師
の
組
合
加
入
が
難
し
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
中
央
）

事
務
局
長
交

渉
で
電
カ
ル
操

作
研
修
は
超
勤

対
象
と
し
て
よ

い
と
の
こ
と
。
そ
の
際
、
深

夜
明
け
で
の
研
修
は
や
め
る

よ
う
申
し
入
れ
た
。
ま
た

N
A
N
D
A
の
研
修
は
超
勤
と

し
て
認
め
て
い
な
い
。
研
修
し

て
い
る
主
任
グ
ル
ー
プ
は
業
務

と
し
て
参
加
し
て
い
る
の
で
、

医
療
局
へ
の
交
渉
項
目
に
入
れ

て
ほ
し
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
江
刺
）

事
務
局
長
よ

り
看
護
科
に
対

し
て
、「
毎
月
同

じ
チ
ー
ム
、
ス

タ
ッ
フ
が
20
時
間
超
え
て
い
る
。

業
務
に
偏
り
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
、
調
べ
て
対
策
を
と
っ
て

ほ
し
い
」
と
要
望
が
あ
っ
た
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
久
慈
）

9
回
夜
勤
は
翌
月
返
す
よ
う

働
き
か
け
て
い
る
。
　

○
○
○
○
○
　
代
議
員
（
南
光
）

ほ
ぼ
毎
月
9

回
夜
勤
が
発
生

し
て
い
る
。
翌

月
に
は
、
返
し

て
い
な
い
。
原
則
が
守
ら
れ
て

い
な
い
。
事
務
局
長
に
要
求
書

を
提
出
し
た
。
分
会
集
会
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
大
船
渡
）

9
回
夜
勤
発

生
は
あ
る
が
、

翌
月
に
は
返
さ

れ
て
い
な
い
。

4
月
も
5
月
も
9
回
夜
勤
が
発

生
し
外
来
か
ら
病
棟
応
援
に
行

く
た
め
外
来
が
不
足
す
る
。
超

過
勤
務
は
部
署
や
師
長
に
よ

り
、
書
け
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

師
長
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。

○
○
○
○
○
　
代
議
員
（
中
央
）

新
採
用
の
組

織
拡
大
は
4
月

の
中
部
の
経
験

に
学
ん
で
、
17

時
30
分
か
ら
20
分
程
度
実
施
。

ケ
ー
キ
を
準
備
し
、
本
部
か
ら

講
師
を
依
頼
し
て
行
い
、
現
在

10
名
が
加
入
し
て
い
る
。
組
合

費
が
加
入
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

い
る
。
組
合
の
価
値
を
知
ら
せ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
4
月
が

勝
負
だ
と
思
う
。

○
○
○
○
○
　
代
議
員
（
中
部
）

加
入
説
明
会

は
2
病
棟
ず

つ
、
佐
々
木
委

員
長
の
応
援
で

21
名
加
入
し
た
。
病
院
か
ら
の

20
時
間
超
え
の
名
簿
提
出
は

4
、
5
月
な
く
、
初
め
て
6
月

17
日
に
あ
っ
た
。
衛
生
委
員
会

で
は
80
時
間
超
え
が
ま
だ
多
い

と
報
告
が
あ
る
。
事
務
は
超
勤

は
書
け
て
い
る
が
、
機
能
評
価
、

D
P
C
の
導
入
な
ど
で
忙
し
く

大
変
だ
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
磐
井
）

歓
迎
会
に
参

加
し
た
8
名
が

そ
の
場
で
全
員

加
入
し
た
。
そ

の
後
2
名
が
加
入
し
た
。

1
0
0
％
加
入
を
め
ざ
す
。
ま

た
、
2
年
目
、
3
年
目
の
組
合

員
に
も
声
を
か
け
て
組
織
拡
大

に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
江
刺
）

組
合
加
入
説
明

会
を
ケ
ー
キ
を
用

意
し
行
い
、
2
名

の
加
入
が
あ
っ

た
。
臨
時
看
護
師

が
「
長
く
臨
時
と

し
て
働
い
て
き

た
。
待
遇
が
よ
く

な
っ
た
の
は
組
合

の
お
か
げ
、
感
謝

す
る
」
と
言
っ
て

加
入
し
て
く
れ
た

の
は
涙
が
出
る
ほ

ど
嬉
し
か
っ
た
。
　

○
○
　
○
　
代
議
員
（
山
田
）

新
採
用
4
名

加
入
し
た
が
、

忙
し
く
て
、
活

動
で
き
て
い
な

い
。
今
後
活
発
に
し
て
い
き
た

い
。

○
○
　
○
　
代
議
員
（
高
田
）

こ
こ
数
年
停

滞
し
て
い
た

が
、
役
員
を
選

出
し
、
新
執
行

部
で
活
動
を
始
め
た
。
早
朝

集
会
、
年
末
決
起
集
会
、
旗

開
き
、
そ
し
て
、
2
月
に
団

交
を
申
し
入
れ
、
3
月
に
団

交
を
行
っ
た
。
ま
た
不
当
内

示
に
対
し
、
1
件
に
つ
い
て

撤
回
さ
せ
た
。

憲
法
に
保
障
さ
れ
て
い
る
ス

ト
権
は
ス
ト
権
投
票
し
、
ス
ト

権
を
確
立
し
て
上
で
の
団
体
署

名
で
意
思
統
一
を
。
36
協
定
は

サ
ー
ビ
ス
残
業
に
な
ら
な
い
よ

う
な
取
り
組
み
が
重
要
。
岩
手

労
働
局
か
ら
の
36
協
定
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
提
出
の
写
し
を
配
布

し
た
。
　

社
会
を
よ
く
す
る
た
め
に
選

挙
に
行
き
、
社
会
保
障
、
暮
ら

し
、
平
和
を
守
る
政
党
を
応
援

し
よ
う
。
そ
の
た
め
の
学
習
資

料
を
活
用
し
よ
う
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
一
戸
）

一
戸
支
部
青

年
部
は
キ
ャ
ン

プ
や
交
流
会
な

ど
活
発
に
行
っ

て
い
て
、
定
期
大
会
も
毎
回
成

立
し
て
い
る
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
中
央
）

救
急
患
者
が

多
く
ベ
ッ
ド
稼

働
率
1
6
0
％
。

育
児
時
間
や
パ

ー
ト
が
時
間
で
帰
れ
な
い
。
病

休
や
退
職
が
多
い
。「
4
│
3
」

体
制
を
「
4
│
4
」
に
引
き
上

げ
た
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
中
部
）

昨
年
4
月
か

ら
新
病
院
が
稼

働
し
、
ま
た
2

月
に
は
機
能
評

価
も
あ
り
、
大
変
だ
っ
た
。
20

時
間
超
え
は
自
分
の
能
力
が
な

い
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
研
修
を

超
勤
で
書
い
て
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
胆
沢
）

基
準
を
ク
リ

ア
す
る
た
め
、

外
来
か
ら
看
護

師
を
病
棟
に
あ

げ
、
外
来
が
手
薄
に
。
病
棟
に

補
助
者
が
い
な
い
。
年
次
が
と

れ
な
い
、
超
勤
も
あ
る
。
増
員

も
な
く
産
休
や
、
病

休
が
出
て
も
補
充
な

し
。
募
集
し
て
も
応

募
が
な
い
。
B
L
S

研
修
も
超
勤
と
認
め

て
い
な
い
。
臨
時
・

パ
ー
ト
に
も
加
入
を

勧
め
、
仲
間
を
拡
大

し
て
い
く
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
沼
宮
内
）

4
月
か
ら
内

科
医
不
在
で
入

院
患
者
は
一

桁
。
木
曜
は
休

診
と
な
っ
た
。「
岩
手
町
の
医

療
と
福
祉
を
守
る
会
」
で
は
、

5
月
25
日
に
沼
宮
内
病
院
の
現

状
に
つ
い
て
、
医
療
局
に
要
請

書
を
手
渡
し
、
改
善
を
求
め
た
。

そ
の
後
、
入
院
患
者
が
2
桁
に

な
っ
た
り
、
7
月
か
ら
内
科
医

が
来
る
と
い
う
話
し
も
出
て
き

た
。
地
域
住
民
と
労
働
組
合
が

協
力
し
て
病
院
を
守
る
こ
と
が

大
事
だ
と
実
感
し
た
。
花
泉
の

二
の
舞
に
な
ら
な
い
よ
う
今
後

も
守
る
会
と
協
力
し
て
や
っ
て

い
き
た
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
一
戸
）

地
域
労
連
の

活
動
を
再
開

し
、
メ
ー
デ
ー

で
は
10
年
ぶ
り

に
デ
モ
行
進
を
行
っ
た
。
地
域

医
療
を
守
る
た
た
か
い
は
広
範

な
住
民
と
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
宮
古
）

循
環
器
の
医

師
が
不
在
の
ま

ま
で
、
患
者
は

救
急
車
や
ヘ
リ

で
搬
送
し
て
い
る
。
そ
ん
な
中

ニ
セ
医
師
事
件
が
発
生
し
た
。

地
域
住
民
が
困
っ
て
い
る
。
地

域
の
方
と
共
に
が
ん
ば
り
た

い
。
4
月
に
退
職
者
が
い
て
9

回
夜
勤
が
あ
っ
た
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
遠
野
）

職
場
の
合
意

で
時
差
出
勤
が

検
討
さ
れ
て
い

る
。
36
協
定
を

み
ん
な
に
理
解
し
て
も
ら
う
取

り
組
み
必
要
。
看
護
必
要
度
は
、

入
力
し
て
い
な
い
。
チ
ェ
ッ
ク

の
み
、
入
力
は
委
託
で
あ
る
。

組
織
拡
大
を
と
ケ
ー
キ
も
用
意

し
た
が
8
人
中
1
人
の
加
入
だ

っ
た
。

4

○
○
○
○
　
代
議
員
（
一
戸
）

耳
鼻
科
外
来

と
透
析
で
時
差

出
勤
が
開
始
さ

れ
た
。
分
会
討

議
の
結
果
、
試
行
し
、
問
題
あ

る
と
き
に
は
、
そ
の
都
度
協
議

す
る
事
に
な
っ
た
。

精
神
科
医
師
3
月
に
1
名
退

職
し
4
名
と
な
り
、
外
来
の
診

察
（
金
曜
）
を
休
診
す
る
予
定
。

精
神
の
2
次
救
急
も
大
変
。
新

採
用
13
人
は
全
員
加
入
。
各
職

場
で
勧
め
た
の
が
良
か
っ
た
。

　
○
○
○
○
　
代
議
員
（
大
船
渡
）

給
食
委
託
問
題
に
つ
い
て

調
理
師
採
用

が
な
く
な
り
、

委
託
拡
大
が
心

配
。
調
理
師
の

異
動
も
多
く
、
退
職
者
も
増
え

て
い
る
。
仕
事
の
中
身
が
濃
く

忙
し
い
が
、「
委
託
で
は
な
く

直
営
」
で
美
味
し
い
食
事
の
提

供
に
今
後
も
頑
張
る
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
南
光
）

人
事
考
課
に
つ
い
て目

標
を
3
つ

挙
げ
て
面
接
し

た
が
、
面
接
で

7
つ
に
な
り
、

看
護
研
究
も
や
る
こ
と
に
な
っ

た
。
師
長
に
よ
っ
て
や
り
方
や

中
身
が
違
っ
て
い
い
の
か
？

○
○
○
○
　
代
議
員
（
二
戸
支
部
）

母
親
大
会
に
つ
い
て6

月
27
日
二

戸
で
初
め
て
母

親
大
会
が
行
わ

れ
る
。
実
行
委

員
に
二
戸
支
部
書
記
や
O
B
、

県
医
労
の
県
北
地
区
の
協
力
で

準
備
を
進
め
て
い
る
。
ぜ
ひ
多

く
の
参
加
で
大
会
の
成
功
を
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
大
船
渡
）

青
年
部
活
動
に
つ
い
て

2
年
ぶ
り
に

定
期
大
会
が
成

立
。
ブ
ロ
ッ
ク

交
流
会
も
5
年

ぶ
り
に
全
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
さ

れ
る
な
ど
活
発
に
動
き
出
し
て

い
る
。
7
月
の
定
期
大
会
、
8

月
の
み
ち
の
く
ア
ク
ト
に
職
場

の
先
輩
か
ら
声
か
け
の
後
押
し

で
参
加
さ
せ
て
ほ
し
い
。
年
に

1
人
1
回
は
何
か
に
参
加
し
て

ほ
し
い
。

○
○
○
○
　
代
議
員
（
二
戸
）

平
和
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
は
平
和
活
動
と
し

て
毎
年
、
平
和
行
進
に
必
ず
参

加
す
る
よ
う
努
力
し
て
き
た
。

今
年
は
沖
縄
平
和
ツ
ア
ー
に
参

加
し
、
沖
縄
の
置
か
れ
て
い
る

立
場
を
学
習
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
青
年
部
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

参
加
し
よ
う
。

36
協
定
に
つ
い
て

何
が
超
過
勤
務
の
対
象
か
、

各
支
部
で
確
認
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
。

パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て

看
護
労
働
実
態
調
査
に
よ
る

と
3
人
に
1
人
が
何
ら
か
の
パ

ワ
ハ
ラ
を
受
け
て
い
る
。
人
事

考
課
も
絡
ん
で
く
る
の
で
、
医

療
局
と
し
て
の
、
対
策
を
迫
っ

て
い
く
。

ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ
い
て

引
き
続
き
、
慎
重
に
対
応
す

る
。

地
域
医
療
を
守
る
運
動
に
つ
い
て

地
域
医
療
懇
談
会
を
O
B
の

力
も
借
り
、
運
動
を
盛
り
上
げ

て
い
く
。

選
挙
に
つ
い
て

1
票
が
大
切
。投
票
へ
行
こ
う
。

県
医
労
規
約
等
の
改
正
に

つ
い
て

■
組
合
員
で
あ
る
た
め
の
資
格

条
件
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

　12年間執行委員長だった佐々木
茂喜さんは今大会をもって退職し、
委員長をおりることになりました。
これまで私達の先頭に立ち、暖か
い笑顔で励ましてくれました。あり
がとうございました。

　県
医
労
第
66
回
定
期
大
会
は
6
月
18
、
19
日
の
2
日
間
、
盛
岡

市
つ
な
ぎ
「
ホ
テ
ル
大
観
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
21
支
部
か
ら

代
議
員
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
あ
わ
せ
て
1
3
0
名
が
参
加
。
す
べ
て

の
議
案
を
採
択
し
、
今
年
度
の
活
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

22支部のこころひとつに22支部のこころひとつに

県医労第66回定期大会
サービス残業のない働きやすい職場をサービス残業のない働きやすい職場を

第
一
号
議
案

第
一
号
議
案

第
二
号
議
案

第
二
号
議
案

○
総
括
答
弁
○

超
過
勤
務
・
36
協
定

9
回
夜
勤

7
対
1
看
護

そ
の
他

組
織
拡
大

地
域
医
療

時
差
勤
務

支
部
活
動

大会議長の千厩支部○○○○さん（左）と
胆沢支部の○○○○さん（右）

機関紙の表彰　今後もがんばります！新委員長の音頭で初のガンバロウ

夕食交流会にて

12年間お疲れ様でした

第
三
号
議
案

第
三
号
議
案
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 選出区分 氏　　名 所属支部

 北部地区 ○○○○○ 二戸

 中部地区 ○○○○○ 胆沢

 南部地区 ○○○○○ 大船渡

 三陸地区 ○○○○○ 大槌

2010年度統制委員

 選出区分 氏　　名 所属支部

 北部地区 ○○○○○ 久慈

 中部地区 ○○○○○ 中部

 南部地区 ○○○○○ 南光

 三陸地区 ○○○○○ 宮古

2010年度犠牲者救済委員

２０10年度本部役員選挙・信任投票結果
投票総数96票（内　有効 ９5 票、白票 1 票、無効 ０ 票）

中野るみ子新中央執行委員長

　
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
働
く
職
員

の
部
分
を
削
除
す
る
こ
と
に

つ
い
て

■
リ
ハ
ビ
リ
・
セ
ン
タ
ー
支
部

の
廃
止
に
伴
う
削
除

■
会
計
規
約
第
16
条
第
1
項
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

■
役
員
活
動
保
証
規
定
の
「
専

従
保
証
金
基
準
」
の
4
　
退

任
保
証
金
の「
支
給
の
説
明
」

の
③
の
改
正
に
つ
い
て

■
弔
意
見
舞
金
規
定
第
４
条
⑶

条
の
改
正
に
つ
い
て

■
弔
意
見
舞
規
定
第
5
条
に
第

2
項
と
し
て
文
言
追
加
に
つ

い
て投

票
総
数
96
票
中
、
賛
成

95
票
、
反
対
０
票
、
白
票
1

票
無
効
０
票
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

永
年
組
合
員
の
表
彰

15
支
部
44
名
の
被
表
彰
者

を
拍
手
で
確
認
し
ま
し
た
。

記
念
品
と
し
て
南
部
鉄
器
の

急
須
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
０
年
度
財
政
方
針

組
合
員
の
減
少
に
よ
り
非
常

に
厳
し
い
財
政
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
実
情
を
し
っ
か

り
受
け
止
め
た
上
で
、
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
度
役
員
及
び

各
種
委
員
の
選
出

今
年
度
の
本
部
役
員
、
統
制

委
員
、
犠
牲
者
救
済
委
員
は
、

表
の
通
り
で
す
。
本
部
役
員
は

定
数
通
り
の
立
候
補
と
な
り
信

任
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

２
０
１
０
年
度

特
別
中
央
執
行
委
員
の
決
定

○
○
○
○
氏
を
、
満
場
の
拍

手
で
特
別
中
央
執
行
委
員
と
し

て
確
認
し
ま
し
た
。

■
中
央
執
行
委
員
長

　
佐
々
木
茂
喜
（
本
部
）

■
中
央
執
行
委
員

　
○
○
○
○
○
（
胆
沢
支
部
）

■
会
計
監
査
委
員

　
○
○
　
○
○
（
本
庁
支
部
）

■
艶
や
か
で
賞

　
胆
沢
支
部

■
手
書
き
で
す
ば
ら
し
い
で
賞

　
遠
野
支
部

■
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
サ
ク
ラ
満
開
で
賞

　
中
部
支
部

無効
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

白票
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

信任立候補者氏名
中　野　るみ子
○　○　○　○
○　○　○　○
○　○　○　○
○　○　○　○
○　○　○　○
○　○　○　○
○　○　○　○
○　○　○　○
○　○　○　○
○　○　○　○
○　○　○　○
○　○　○　○
○　○　○　○
○　○　○　○
○　○　○　○
○　○　○　○
○　○　○　○
○　○　○　○

95
94
95
95
94
95
94
93
95
95
94
94
94
94
94
94
94
94
95

定数役　　職　　名
1

2

1
1

11

3

中央執行委員長

副中央執行委員長

書　　記　　長
書　記　次　長

中央執行委員

会計監査委員

不信任
0
1
0
0
1
0
1
2
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1
0

第
五
号
議
案

第
五
号
議
案

第
四
号
議
案

第
四
号
議
案

第
六
号
議
案

第
六
号
議
案

第
七
号
議
案

退
任
役
員
の
紹
介

退
任
役
員
の
紹
介

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰

第
七
号
議
案
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昨
年
の
国
家
公
務
員
の
人
事

院
勧
告
は
、
夏
季
手
当
の
0.2
ヶ

月
カ
ッ
ト
が
強
行
さ
れ
、
実
際

の
勧
告
で
も
大
幅
な
削
減
が
強

行
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
人
事

院
勧
告
で
は
、「
民
間
企
業
の

50
歳
代
後
半
と
公
務
の
給
与
が

乖
離
し
て
い
る
の
で
、
公
務
員

の
給
与
を
引
き
下
げ
る
」
と
い

う
方
向
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

7
月
13
日
、
東
北
公
務
関
連

労
組
連
絡
会
で
は
、「
人
勧
」

で
最
低
賃
金
引
き
上
げ
！
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
を
な
く
せ
！
官
民

一
致
団
結
で
よ
り
よ
い
社
会
を

目
指
そ
う
！！
」と
人
事
院
東
北

事
務
局
の
入
っ
て
い
る
合
庁
前

で
集
会
を
開
催
。
県
庁
、
市
役

所
前
な
ど
を
デ
モ
行
進
し
、
東

北
人
事
院
事
務
局
と
の
交
渉
も

行
い
ま
し
た
。
集
会
に
は
、
東

北
各
県
の
公
務
関
連
労
組
（
医

労
連
、
自
治
労
連
、
国
公
労

連
、
教
職
員
組
合
な
ど
）
か
ら

3
2
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、「
負
の
ス
パ
イ

ラ
ル
を
打
ち
破
ろ
う
」
と
決
意

が
報
告
さ
れ
、
代
表
が
人
事
院

総
裁
宛
の
要
請
書
を
提
出
し
、

人
事
院
東
北
事
務
局
と
の
交
渉

を
行
い
ま
し
た
。
交
渉
で
は
賃

金
改
善
、
65
歳
へ
の
定
年
延
長

の
問
題
、
教
職
員
の
病
休
が
2

倍
と
な
り
メ
ン
タ
ル
不
全
が
増

え
て
い
る
問
題
、
増
員
が
な
い

中
で
業
務
量
は
増
え
、
非
常
勤

職
員
が
増
え
て
い
る
実
態
な
ど

が
告
発
さ
れ
ま
し
た
。
人
事
院

事
務
局
は
、
そ
う
し
た
実
態
を

一
定
認
め
つ
つ
、
特
に
日
々
雇

用
は
問
題
が
あ
り
、
改
善
の
方

向
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
ま
し

た
。
50
歳
後
半
の
賃
金
に
つ
い

て
は
、「
人
勧
表
を
動
か
す
の

で
は
な
く
、
一
定
の
乗
率
で
調

整
す
る
方
向
の
よ
う
だ
、
こ
れ

以
上
は
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
」

と
し
ま
し
た
。

県
医
労
か
ら
○
○
○
副
委
員

長
、○
○
書
記
長
が
参
加
し
、

交
渉
で
は
パ
ワ
ハ
ラ
対
策
の
早

期
策
定
を
訴
え
ま
し
た
。

 

本
部
定
期
大
会
以

降
、
７
月
14
日
の
一

戸
支
部
の
定
期
大
会

を
皮
切
り
に
11
支
部

で
定
期
大
会
が
開
催
、

お
よ
び
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

７
月
16
日
に
開
催

さ
れ
た
中
央
支
部
定

期
大
会
に
は
91
名
が

出
席
し
ま
し
た
。
中

野
る
み
子
前
支
部
長

（
現
・
中
央
執
行
委
員

長
）
に
替
わ
り
、 

○

○
○
○
さ
ん
が
支
部

長
に
選
出
さ
れ
、
初

の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
締
め
く
く
り
ま
し

た
。規

約
で
は
本
部
定

期
大
会
後
、
1
ヶ
月

以
内
に
開
催
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

全
支
部
で

早
期
に
開

催
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

支部定期大会開催（予定）状況
7/14　一戸支部
7/15　釜石支部
7/16　中央支部

胆沢支部
7/22　山田支部
7/28　高田支部

7/29　二戸支部
　　　 沼宮内支部
　　　 江刺支部
8/  4　遠野支部
8/10　南光支部

「マイナス人勧」阻止！集会のようす

中
央
支
部
定
期
大
会（
院
内
大
ホ
ー
ル
）

人
事
院
勧
告
で
大
幅
賃
上
げ
せ
よ
と
集
会
、デ
モ
、交
渉

人
事
院
勧
告
で
大
幅
賃
上
げ
せ
よ
と
集
会
、デ
モ
、交
渉

50
歳
後
半
の
賃
金
カ
ッ
ト
か
！？

50
歳
後
半
の
賃
金
カ
ッ
ト
か
！？

職場改善めざし、意思統一職場改善めざし、意思統一職場改善めざし、意思統一支　部
定期大会
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「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
　
医

療
は
誰
の
も
の
」
を
テ
ー
マ
に

行
わ
れ
た
第
36
回
岩
手
県
医
療

研
究
集
会
は
7
月
17
日
、
盛
岡

市
の
水
産
会
館
と
サ
ン
ビ
ル
を

会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
医

労
か
ら
は
10
支
部
・
本
部
29
名
、

全
体
で
は
1
4
1
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

午
前
は
、
分
科
会
と
基
礎
講

座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

基
礎
講
座
①

「
労
働
破
壊
が
進
む
医
療
現

場
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
」
と
題
し

て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
藤
田
和

恵
さ
ん
が
講
演
し
ま
し
た
。
水

産
会
館
大
会
議
室
ほ
ぼ
満
席
の

参
加
者
は
、
医
療
の
周
辺
業
務

を
支
え
る
労
働
者
が
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
で
あ
る
こ
と
な
ど
の

生
々
し
い
実
態
レ
ポ
ー
ト
を
真

剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

基
礎
講
座
②

「
診
療
報
酬
を
学
ぶ
」
と
題

し
て
、
日
本
医
労
連
の
岡
野
孝

信
さ
ん
が
講
演
し
ま
し
た
。
診

療
報
酬
と
は
何
か
、
か
ら
始
ま

り
、
2
0
1
0
年
診
療
報
酬
改

定
の
特
徴
、
さ
ら
に
は
今
後
の

課
題
を
わ
か
り
や
す
く
話
さ
れ

ま
し
た
。

精
神
分
科
会

レ
ポ
ー
ト
を
中
心
に
、
議
論

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
意
見
が
出
さ
れ
、
時
間
が

足
り
な
く
な
る
ほ
ど
で
し
た
。

介
護
分
科
会

「
変
わ
り
つ
つ
あ
る
介
護
制

度
と
今
後
の
展
望
」と
題
し
て
、

日
本
医
労
連
の
米
澤
哲
さ
ん
の

講
演
を
聴
き
、
討
論
を
行
い
ま

し
た
。

全
体
会

基
調
報
告
の
後
、
記
念
講
演

は
「
睡
眠
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
夜

勤
の
有
害
性
」
と
題
し
て
労
働

科
学
研
究
所
慢
性
疲
労
セ
ン
タ

ー
長
の
佐
々
木
司
さ
ん
が
お
話

し
ま
し
た
。

2
0
0
7
年
10
月
に
は
「
夜

間
交
代
勤
務
は
お
そ
ら
く
発
癌

性
が
あ
る
」
と
W
H
O
が
認
め

て
い
る
こ
と
、
デ
ン
マ
ー
ク
で

は
夜
勤
者
の
乳
癌
が
労
災
に
な

っ
て
い
る
こ
と
、「
熟
睡
」
は

よ
い
が
、「
爆
睡
」
は
危
険
で

あ
る
こ
と
な
ど
興
味
深
く
聞
き

ま
し
た
。
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
た

楽
し
い
講
義
と
、
独
特
の
語
り

口
に
、
眠
気
も
吹
き
飛
ぶ
よ
う

で
し
た
。

真剣に話を聞く中央支部の皆さん

県医労からもレポートを出しました

講師の岡野孝信さん

講師の米澤哲さん

やっぱり夜勤はこんなに有害だった
第36回岩手県医療研究集会第36回岩手県医療研究集会

やっぱり夜勤はこんなに有害だったやっぱり夜勤はこんなに有害だった
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1
日
目
の
記
念
講
演
で
は
、

J
A
長
野
厚
生
連
、
佐
久
総
合

病
院
・
地
域
ケ
ア
医
科
長
の
色

平
哲
郎
さ
ん
が
「
金
持
ち
よ
り

心
持
ち
」
と
題
し
て
「
混
合
診

療
を
許
せ
ば
医
療
は
壊
れ
る
」

と
混
合
診
療
へ
の
警
鐘
を
鳴
ら

し
ま
し
た
。

2
日
目
は
12
分
科
会
5
分
散

会
で
そ
れ
ぞ
れ
熱
心
な
討
論
が

さ
れ
ま
し
た
。

3
日
目
は
作
家
の
落
合
恵
子

さ
ん
が
「
母
に
歌
う
子
守
歌
」

と
題
し
て
講
演
。
家
族
の
立
場

か
ら
母
親
の
介
護
を
通
し
た
体

験
を
語
り
、
高
齢
者
医
療
や
介

護
を
め
ぐ
る
問
題
点
を
投
げ
か

け
ま
し
た
。

集
会
の
ま
と
め
で
は
、医
療
・

社
会
保
障
の
再
生
拡
大
、
平
和

と
民
主
主
義
を
守
る
取
り
組
み

を
い
っ
そ
う
強
化
し
、
次
回
の

新
潟
で
再
会
し
よ
う
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

∧
感
想
∨

■
多
く
の
参
加
者
と
思
い
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重

な
体
験
が
で
き
た
。

■
日
本
医
労
連
の
田
中
委
員
長

と
記
念
撮
影
で
き
う
れ
し
か

っ
た
。
来
年
も
再
会
で
き
る

と
嬉
し
い
か
な…

「
花
泉
で
は
、
無
床
化
計
画
よ

り
先
に
、
民
営
化
の
話
し
が
さ
れ

て
い
た
」「
開
業
医
の
先
生
方
と

の
連
携
が
大
事
」
な
ど
、
各
地
域

で
運
動
し
て
い
る
団
体
や
、市
民
、

議
員
、
医
師
な
ど
も
含
め
て
、「
地

域
医
療
を
守
る
」
こ
と
に
関
わ
っ

て
い
る
県
民
に
よ
る
全
県
交
流
会

が
、
７
月
25
日
（
日
）、
盛
岡
市

内
「
水
産
会
館
」
で
開
催
さ
れ
、

約
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
全
県
交
流
集
会
は
、
岩
手

県
地
域
医
療
を
守
る
住
民
組
織
連

絡
会
と
地
域
医
療
の
充
実
・
県
民

の
命
を
守
る
連
絡
会
の
共
催
（
県

社
保
協
、
民
医
連
、
保
険
医
協
会

が
後
援
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
千
葉
県
で
地
域
医
療
を

守
る
運
動
を
し
て
い
る
「
地
域
医

療
と
公
立
病
院
を
守
る
県
民
連
絡

会
」
の
桐
谷
加
代
子
さ
ん
（
千
葉

県
立
病
院
・
看
護
師
）
が
、
地
域

医
療
を
住
民
の
手
で
守
ろ
う
と
問

題
提
起
を
し
ま
し
た
。
千
葉
県
内

で
運
動
し
て
い
る
７
団
体
が
集
ま

り
、
県
民
連
絡
会
を
結
成
し
、
会

報
の
発
行
、
集
会
、
宣
伝
、
そ
し

て
県
と
の
交
渉
を
行
い
、
改
善
を

実
現
し
た
項
目
も
あ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
紫
波
地
域
の
医
療
と

福
祉
を
守
る
連
絡
会
か
ら
、
行
政

と
議
員
、
住
民
団
体
が
い
っ
し
ょ

に
先
進
地
見
学
を
し
て
き
た
こ

と
、
小
さ
な
自
治
体
で
も
で
き
る

こ
と
が
あ
る
、
と
報
告
。
千
厩
病

院
を
充
実
さ
せ
る
会
か
ら
は
、
病

床
削
減
に
反
対
し
、
町
民
の
95
％

の
署
名
を
集
め
、
医
療
局
、
県
へ

の
要
請
を
し
、
一
関
市
に
医
師
確

保
の
専
門
部
署
を
設
置
さ
せ
、
職

員
の
配
置
も
実
現
さ
せ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
か
ら
報
告
が
あ
り
、
今
回

は
第
１
回
目
で
あ
り
、
引
き
続
き

交
流
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

会場入口で、南光支部の皆さん

主催者を代表して鈴木議長があいさつ

先進地見学の報告をする紫波の代表

第
37
回
医
療
研
究
全
国
集
会
は
6
月
18
日
か
ら
20
日
の
3
日
間
金
沢
市
で

行
わ
れ
、
全
国
か
ら
1
0
4
3
人
、
県
医
労
か
ら
は
3
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

地域医療を守ろう
各地の運動を交流

全
国
の
仲
間
と
思
い
を
共
有

第
37
回
医
療
研
究
集
会
in
金
沢

全
国
の
仲
間
と
思
い
を
共
有

第
37
回
医
療
研
究
集
会
in
金
沢

地域医療を守ろう
各地の運動を交流
地域医療を守ろう
各地の運動を交流
千葉県から住民運動で問題提起も
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【
電
子
カ
ル
テ
】

○
電
子
カ
ル
テ
の
研
修
を
深
夜

討
論
で
は
、
ほ
ぼ
全
支
部
か
ら
発
言
が
あ
り
、
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど

こ
の
職
場
も
は
た
ら
く
女
性
に
と
っ
て
、
厳
し
い
労
働
環
境

で
あ
る
こ
と
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
各
職
場
の
実
態
を
出
し
合

う
中
で
、と
く
に「
36
協
定
」に
つ
い
て
は
、み
ん
な
で
学
習
し
、

行
動
す
る
こ
と
で
職
場
が
変
わ
る
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
厳
し
い
け
ど
、
集
ま
っ
て
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
よ
う
」

と
、
女
性
部
の
行
事
を
企
画
し
て
い
る
支
部
の
活
動
も
報
告

さ
れ
、
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

主
な
発
言
は
次
の
と
お
り
で
す
。

7
月
2
日
〜
3
日
の
二
日

間
、
県
医
労
女
性
部
第
53
回

定
期
大
会
が
「
ホ
テ
ル
森
の

風
鶯
宿
」
で
行
わ
れ
、
代
議

員
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
あ
わ
せ

て
、
18
支
部
・
本
部
91
名
が

参
加
し
ま
し
た
。  

来
賓
に
は
、
い
わ
て
労
連
の
小
野
寺
蕗
子
書
記
と
、
岩
手

県
母
親
大
会
実
行
委
員
会
の
渡
辺
喜
代
子
実
行
委
員
長
が
激

励
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
し
く
女
性
部
長
に
○
○
○
○
○
さ
ん
（
大
槌
・

写
真
）、
副
女
性
部
長
に
○
○
○
○
さ
ん
（
千
厩
）、
女
性
部

委
員
に
○
○
○
○
○
さ
ん
（
久
慈
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

な
か
日
、
明
け
で
も
入
れ
ら

れ
た
が
、
交
渉
で
改
善
さ
せ

た
。

○
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
っ
た

が
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
が
追

加
さ
れ
て
き
て
い
る
。
仕
事

が
落
ち
着
い
て
か
ら
入
力
す

る
の
で
、
超
勤
が
増
え
る
。

【
休
暇
】

○
勝
手
に
夏
季
休
暇
を
つ
け
ら

れ
る
。
年
次
を
夏
季
に
変
更

さ
れ
る
。

○
忌
引
き
を
取
ろ
う
と
し
た
が

調
整
不
能
と
言
わ
れ
た
。

【
賃
金
】

○
一
時
金
が
下
が
り
、
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
低
下
し
た
。

【
時
間
外
勤
務
】

○
超
勤
が
20
時
間
を
超
え
た

り
、
名
前
を
出
さ
れ
る
と
書

き
づ
ら
い
。

○
始
業
前
の
情
報
収
集
を
し
な

い
と
間
に
合
わ
な
い
が
、
早

く
出
る
と
「
戻
っ
て
」
と
言

わ
れ
る
。超
勤
が
書
け
な
い
。

【
そ
の
他
】

○
新
人
は
非
番
で
研
修
に
参
加

し
て
い
る
が
、
何
も
言
え
な

い
状
況
に
あ
る
。

県医労女性部第53回定期大会

元気出して いってみよう！元気出して いってみよう！元気出して いってみよう！
新
女
性
部
長
に
○
○
○
○
○
さ
ん
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女
性
部
は
平
和
を
守
る
行
動

を
し
よ
う
と
、
大
会
参
加
者
の

協
力
を
得
て
、
千
羽
鶴
を
折
り

ま
し
た
。
8
月
3
〜
6
日
に
開

催
さ
れ
る
「
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
」
へ
届
け
ま
す
。

夕
食
交
流
会
で
は
、

美
味
し
い
料
理
と
お

酒
、
そ
し
て
、
楽
し
い

お
し
ゃ
べ
り
に
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム

や
出
し
物
の
踊
り
で
盛

り
上
が
り
、
初
め
て
話

す
他
支
部
の
組
合
員
と

も
親
し
く
交
流
で
き
ま

し
た
。

親
子
で
参
加
し
た
12
人
の
子

ど
も
た
ち
も
一
緒
に
食
事
を

し
、
温
泉
に
入
っ
て
楽
し
み
ま

し
た
。

平
和
の
願
い
を

　
　
　
　

 

こ
め
て

平
和
の
願
い
を

　
　
　
　

 

こ
め
て

食べて 飲んで 楽しんで食べて 飲んで 楽しんで

女 性 部 長　○　○　○　○（大　槌）

副女性部長　○　○　○　○（千　厩）

書　記　長　○　○　○　○（大船渡）

委　　　員　○　○　○　○（沼宮内）

　　　　　　○　○　○　○（二　戸）

　　　　　　○　○　○　○（中　央）

　　　　　　○　○　○　○（江　刺）

　　　　　　○　○　○　○（南　光）

　　　　　　○　○　○　○（宮　古）

　　　　　　○　○　○　○（本部専従）

　　　　　　○　○　○　○（久　慈）

今年度の機関紙コンクールは、忙しい中で
発行した努力に敬意を表して、出展した 5 支
部に賞状と景品を贈りました。どの支部も、
女性部の活動が見える内容で、思わず参加し
たくなるような機関紙でした。

2 日目は、5 月にニューヨークで行われた、
「NPT 核不拡散条約再検討会議」の要請行動
に参加した○○○○○○さんが、核兵器廃絶
を訴えて各国から集ま
った 1 万数千人のパレ
ードや、署名行動の
様子を写真で紹介し
ながら報告。核廃絶
に向けて少しずつ活動
していくことが大事で
あることを訴えました。
次に、「私と労働組合～看護の仲間とともに

歩んだ日々～」と題して、県医労前中央執行委員
長の佐々木茂喜さんが講演。組合員として35年
間、本部専従として12年間の活動を振り返って、
県医労との関わりをユーモアたっぷりに話してく

れました。その中で、
「あきらめず、訴えつ
づけること。自分たち
の思いを声に出して、
行動していくこと。そ
れが、よりよい方向へ
進んでいく」ということ
を教えてくれました。

飛び入り大歓迎の輪踊り

賞状を受け取る胆沢支部代議員佐々木茂喜さん

○○○○○○さん

二戸支部　「ねぇ　ちょっと」

中央支部　「ひろば」

胆沢支部　「いさわ」

南光支部　「はこべ」

宮古支部　「かっぽうぎ」

2010年度本部女性部役員

機関紙コンクール

記 念 講 演
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6
月
5
〜
6
日
、
例
年
行
わ
れ

て
い
る
県
医
労
青
年
部
壁
新
聞
作

り
を
本
部
青
年
部
役
員
を
中
心
に

6
名
で
行
い
ま
し
た
。

昨
年
度
ま
で
、青
年
部
活
動
は
、

こ
の
「
県
医
労
新
聞
」
定
期
号
と

一
年
間
の
活
動
を
ま
と
め
た
壁
新

聞
で
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。
手

作
り
で
写
真
を
切
り
貼
り
し
た

り
、
絵
を
描
い
た
り
、
字
も
手
書

き
で
作
成
し
て
き
ま
し
た
が
、
09

年
度
版
は
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て

作
成
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

は
理
由
が
あ
り
ま
す
。
例

年
、
青
年
部
で
新
採
用
者

向
け
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
て
き
ま
し
た
が
、

09
年
度
の
青
年
部
長
・
書

記
長
会
議
に
お
い
て
、
有

効
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い

状
況
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
壁
新
聞
も
定
期
大
会
や

各
企
画
毎
に
し
か
貼
り
出
せ
な
い

た
め
、
企
画
に
参
加
し
な
い
人
の

目
に
触
れ
て
い
な
い
こ
と
が
デ
メ

リ
ッ
ト
で
し
た
。
そ
こ
で
、
多
く

の
組
合
員
に
見
て
も
ら
え
る
よ

う
、
壁
新
聞
を
拡
大
・
縮

小
印
刷
し
て
各
支
部
へ
配

布
す
る
と
い
う
案
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
縮
小
し
て
も

見
や
す
い
よ
う
、
手
書
き

で
は
な
く
パ
ソ
コ
ン
で
の

作
成
に
至
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
せ
ず
、
壁
新
聞
を
活

用
す
る
こ
と
で
予
算
の
削

減
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
生

ま
れ
ま
し
た
。

各
支
部
に
は
、
こ
の
定
期
号
と

一
緒
に
届
け
ま
す
。
青
年
部
定
期

大
会
に
参
加
出
来
ず
見
て
い
な
い

方
は
是
非
、
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ

い
。
拡
大
し
た
ポ
ス
タ
ー
も
送
っ

て
い
ま
す
の
で
組
合
事
務
室
や
掲

示
板
に
掲
示
し
、
よ
り
多
く
の
組

合
員
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
、
支

部
で
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。そ

し
て
、
青
年
部
活
動
に
参
加

し
た
こ
と
の
な
い
組
合
員
や
、
非

組
合
員
に
対
し
壁
新
聞
を
有
効
に

活
用
し
、
組
織
拡
大
を
図
り
、
強

い
県
医
労
の
確
立
を
目
指
し
ま
し

ょ
う
。

支部への配布用を是非ご覧下さい！！

一生懸命作りました！！

開催間近！締切迫る！！
みちのくアクトin青森みちのくアクトin青森
●日時：8月20日㈮～22日㈰
●場所：青森県大鰐温泉
　　　　　「青森ロイヤルホテル」
●締切：8月6日㈮

急げ〜！！

青
年
部
活
動
を
伝
え
ま
す
！

〜
県
医
労
青
年
部
壁
新
聞
作
り
〜

〜
県
医
労
青
年
部
壁
新
聞
作
り
〜
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5
月
よ
り
育
休
中
。
3
人
目

と
な
る
と
安
静
は
難
し
い
で
す

ね‥

。
子
育
て
し
て
い
る
と
、

時
間
の
貴
重
さ
が
身
に
し
み
ま

す
。
日
々
、
が
ん
ば
っ
て
い
る

み
な
さ
ん
、
職
場
の
雰
囲
気
が

良
く
な
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

休
み
中
も
新
聞
送
っ
て
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

中
央
支
部

　ト
ド

待
ち
望
ん
で
い
た
春
も
過
ぎ

て
、
も
う
夏
の
季
節
で
す
ね
。

「
春
過
ぎ
て

　夏
来
た
る
ら
し

白
妙
の

　衣
干
し
た
り

　天
の

香
具
山
」。
こ
の
万
葉
集
の
歌
、

大
好
き
で
す
。

誰
の
歌
か
、
わ
か
り
ま
す

か
？ち

な
み
に
神
田
う
の
は
、
こ

の
方
の
名
前
を
も
ら
っ
た
の
だ

そ
う
で
す
。
名
前
を
つ
け
た
お

父
さ
ん
、
お
し
ゃ
れ
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。

磐
井
支
部

　ベ
ガ

だ
ん
だ
ん
暑
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
夏
季
休
暇
で
旅
行
と
か

行
き
た
い
な
ー
。

磐
井
支
部

　匿
名
希
望

東
北
地
方
も
梅
雨
が
明
け

て
、い
よ
い
よ
夏
本
番
で
す
ね
。

暑
い
夏
だ
か
ら
こ
そ
体
調
管
理

に
は
気
を
つ
け
な
い
と
。

大
船
渡
支
部

　さ
る
ぼ
ぼ

二
人
暮
ら
し
の

老
夫
婦
が
い
ま
し

た
。夫
が「
癌
」と
宣

告
さ
れ
、紹
介
先
の

大
き
な
病
院
に
入

院
し
、治
療
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。き
つ
く
、つ
ら

い
治
療
の
甲
斐
な
く
や
が
て
、小

康
状
態
を
み
て
、地
元
の
小
さ
な

病
院
へ
転
院
と
な
り
ま
し
た
。そ

れ
は
、残
さ
れ
た
時
間
を
自
宅
近

く
の
病
院
で
過
ご
し
て
も
ら
う
た

め
。日
中
妻
は
、自
宅
へ
戻
り
草
木

の
手
入
れ
を
、夜
は
病
院
で
付
き

添
い
ま
し
た
。か
け
が
え
の
な
い
時

間
を
、日
常
の
生
活
と
と
も
に
過

ご
す
、穏
や
か
な
と
き
が
そ
こ
に
は

あ
り
ま
し
た
。や
が
て
夫
は
お
盆

の
中
日
、大
好
き
な
昨
日
の
お
祭

り
の
音
を
聞
き
と
め
た
か
の
よ
う

に 

、朝
日
が
さ
ん
さ
ん
と
さ
し
こ

む
病
室
で
静
か
に
息
を
引
き
取
り

ま
し
た
。「
今
、思
い
起
こ
し
て
も
幸

せ
な
時
間
だ
っ
た
。安
ら
か
に
看

取
る
事
が
出
来
て
、あ
た
た
か
な

世
話
を
し
て
い
た
だ
い
て
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と
妻
は
言
い

ま
す
▼
大
き
な
病
院
は
、県
立
中

央
病
院
。小
さ
な
病
院
は
、県
立
大

迫
病
院
▼
そ
の
方
は
、今
年
6
月

30
日
に
開
催
さ
れ
た「
明
日
の
大

迫
の
医
療
を
考
え
る
集
い
」の
場

で
、「
地
域
か
ら
医
療
の
ベ
ッ
ド
を

な
く
さ
な
い
で
」と
訴
え
ま
し
た
▼

「
地
域
医
療
を
守
れ
」は
、私
た
ち

の
願
い
で
も
あ
り
ま
す
。無
床
診

療
セ
ン
タ
ー
化
か
ら
1
年
4
ヶ
月
、

「
土
曜
日
・
日
曜
日
に
、具
合
が
悪

く
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」「
夜
に

行
っ
て
も
診
て
も
ら
え
な
い
」。地

元
住
民
の
方
々
の
医
療
要
求
は
切

実
で
す
。い
の
ち
の
格
差
が
あ
っ
て

い
い
の
か
と
、こ
れ
ま
で
の
診
療
セ

ン
タ
ー
の
無
床
化
に
憤
り
を
覚
え

ま
す
▼
し
か
し
、住
民
の
方
々
も
黙

っ
て
は
い
ま
せ
ん
。「
地
域
医
療
を

守
れ
の
運
動
は
、今
が
ス
タ
ー
ト

地
点
に
立
っ
た
ば
か
り
」な
の
だ
と

言
い
き
り
ま
す
▼
私
た
ち
自
身
も

そ
の
運
動
の
担
い
手
で
す
。住
民
の

皆
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
、こ
こ
ろ

を
く
だ
き
、と
も
に
手
を
携
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

6
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
7
つ
」
に
は
13
名
の
応

募
が
あ
り
、
13
名
の
方
が
正

解
で
し
た
。厳
正
な
る
抽
選

の
結
果
、
次
の
10
名
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー

ド
を
贈
り
ま
す
。

6
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

か
え
る
（
二
戸
支
部
）、
越

冬
カ
メ
虫
（
一
戸
支
部
）、
ト

ド（
中
央
支
部
）、
匿
名
希
望
、

ベ
ガ（
以
上
、磐
井
支
部
）、ベ

ン
ベ
ッ
ク
マ
ン
、
ド
ス
コ
イ

王
子（
以
上
、千
厩
支
部
）、て

る
て
る
ぼ
う
ず
（
大
東
支

部
）、
は
な
ち
ゃ
ん
、
ド
ス
コ

イ
王
子
の
妻（
以
上
、
大
船
渡

支
部
）

六
月
号
パ
ズ
ル

六
月
号
パ
ズ
ル



上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。送
り
先

は
〒
０
２
０
│
０
０
２
３
　
盛

岡
市
内
丸
11
│
１
、県
医
労「
懸

賞
パ
ズ
ル
」係
ま
で
。締
切
は
８

月
末
日（
必
着
）で
す
。ま
た
、抽

選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ハ
ガ
キ
の
余
白
に「
つ
ぶ
や
き
」

（
職
場
の
話
題
な
ど
何
で
も
）

を
、ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下
さ
い
。

県
医
労
新
聞
で
紹
介
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿
名
希
望

の
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
書
い

て
下
さ
い
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）。

た
だ
し
、当
選
し
た
場
合
は
、記

念
品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の

記
入
を
お
忘
れ
な
く
！

職
場
川
柳

◇
天
気
予
報
　
明
日
（
あ
し
た
）
で
は
な
く
　
場
所
に
注
目

 

（
集
中
豪
雨
）

◇
学
習
会
　
深
夜
の
実
態
聞
き
　
舟
を
こ
ぐ

 

（
こ
れ
で
安
心
）

◇
人
増
え
ず
　
給
料
下
げ
ら
れ
　
も
う
限
界

 

（
50
歳
以
上
）

◇
時
間
外
　
N
A
N
D
A
が
ウ
ィ
ル
ス
　
感
染
源

 

（
時
間
外
病
）

◇
年
次
よ
り
　
ま
ず
は
取
ら
な
い
？
　
夏
期
休
暇

 

（
勤
務
表
作
成
者
）

8月の予定
 3日（火）～6日（金）
 原水爆禁止世界大会（広島）
 6日（金）～11日（水）
 岩手平和美術展（盛岡市民文化ホール）
 7日（土）～9日（月）
 全国保育合研（盛岡市内）
20日（金）～22日（日）
 みちのくアクトin青森
21日（土） 支部長会議
28日（土）～29日（日）
 日本母親大会（福島）

9月の予定
 4日（土）～5日（日）
 岩手医労連定期大会（ホテル大観）
 7日（火）～8日（水）
 看護要求実現全国交流集会（東京）
11日（土） いわて労連定期大会（国保会館）
15日（水）～17日（金）
 日本医労連全国キャラバン
17日（金） 支部長会議
18日（土）～25日（土）
 全労連女性部北欧ツアー
22日（水）～26日（日）
 いわて労連20周年中国視察旅行
23日（木）～24日（金）
 日本医労連共済会20周年・全国交流会（横浜）
25日（土） 女性部バスハイク

東北労金から

家族で合算できます！


